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本装置の運用や WebUI を使用する際の注意事項に 
ついて説明しています。 

ネットワークに関する設定について説明していま 
す。 

ハードディスクドライブとメモリの管理と設定方 
法について説明しています。 

ユーザーやグループの作成方法などについて説明 
しています。 

Windows Media サービスの使用方法について説 
明しています。 

ストリーミングコンテンツの管理について説明し 
ています。 

ユーザーの本装置（コンテンツ)へのアクセス状況 
の管理 • 確認について説明しています。 

スケジュール管理機能について説明しています。 

ファイルの共有について説明しています。 

ファイルのバックアップとリストアについて説明 
しています。 

電源の管理について説明しています。 

本装置に関するさまざまなログの管理について説 
明しています。 

運用中に監視すべきことがらについて簡単に説明 
しています。 


ONL-4030aE-ISSDS-000-04-0607 


79 



















はじめに 

本装置は、 Windows Media サービス9を使用してストリーミング配信サービスを提供することに特化した 
アプライアンスサーパです。 


運用目的について 


本装置は、 Microsoft Windows Sever 2003, 32-bit Enterprise Edition for Embedded 
Systems with the Server Appliance Software Version 3.0 (1-8 Proc. Version) を使用し 
て作成されたストリーミング配信サーバ専用機です。標準の Windows サーバとは違い、ス 
トリーミング配信以外の用途では利用しないでください。 


修正モジュールについて 


マイク□ソフト社が提供するサービスパック.セキュリティパッチ(英語版)でアップデート 
が可能です。ただし、 NEC ではすベてのセキュリティパッチについて動作保証をしているわ 
けではありません。出荷時点では、 Windows Server 2003 Service Pack1 , および 2006 
年 6 月 10 日時点での最新セキュリティパッチが適用されています。以降に配布されたセキュ 
リティパッチの適用については、セキュリティホールの内容やご利用の環境を考慮の上、お 
客様(管理者）にてご判断ください。 

適用手順については、 Express 5800シリーズのホームページを参照してください。 

また、各セキュリティパッチに関する情報は、 Microsoft Windows Server 2003 Service 
Pack 1(32bit Edition) の情報を参考にできます。 


ドライバや〇 S のサービスパックについては、 NEC からの修正モジュール(差分モジュール) 
が必要になる場合がありますので、 Express 5800シリーズのホームページを参照して適用く 
ださい。 

不明な点がある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社、 
弊社営業担当までお問い合わせください。 

Express 5800シリーズインターネットホームページ [8 番街] 

http :// nec 8 .com 


インス I ルと初期セットアップについて 


この章で説明する WebUI のインス I ルと初期セツトアップについては3章を参照してくだ 
さい。 

また WebUI への接続（□グイン）については1章で説明しています。 
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WebU ■の使用時の注意事項 


• WebUI にアクセスするには、クライアント側のスクリプトを有効にする必要がありま 
す。また、 WebUI のいくつかの機能は、 ActiveX コントロールとファイルのダウン□— 
ドが有効である場合にのみ正しく動作します。 

WebUI を「信頼済みサイト」または「□—カルイントラネット」に追加するなどして、 
JavaScript や ActiveX コント□—ルを有効にした状態で作業を行ってください （Internet 
Explorer では、[ツール]-[インターネットオプション]の[セキュリティ]タブより設定 
が行えます）。 

• [メンテナンス] — [リ モー トデスクトップ]を選択してリ モー トデスクトップを起動した 
場合、この画面から抜ける際には[スタート]メニューからログオフしてください。ウィ 
ンドウの右上のをクリックして終了しないでください。 

• WebUI 内のプロパティのページから別のページへタブをクリックすると、 「[0 K ] をク 
リックすると、変更が無効になります」のポップアップメッセージが表示されます。これ 
により、選択した次のページに移行する前に、変更を確認または拒否することができま 
す。また、別のページへのタブをクリックすると、変更を力□えていない場合も、この 
メッセージが表示されることがあります。変更していない場合は、[〇 K ] をクリックし、 
継続するほうが安全です。これにより、どのような変更も登録されません。 

• 画面によっては、ブラウザ起動時にプラグインが必要になり、[セキュリティ警告]ポッ 
プアップが表示されることがありますが、[はい]を選択して組み込んでください。 

• プロパティページの下部に[〇 K ] と[キャンセル]があるページでは、いったん[〇 K ] をク 
リックした6、続けて[キャンセル]をクリックしないでください。[〇 K ] をクリックした 
6、イベントが実行され、[キャンセル]をクリックしても中止することはできません。 
もし、 [0 K ] クリックして10分以上経っても画面が変わらない場合は、いったんブラウザ 
を終了させてから、再度ブラウザを起動してください。 

• 使用しているブラウザの[戻る]を使用すると、一貫性のないぺージ表示またはランタ'ム 
なページ表示となることがあります。これを回避するには、 WebUI 下部にある[キャンセ 
ル]または[戻る]を使用してください。 

• WebUI の機能が無効となっていた場合や頻繁にエラーを戻す場合は、本装置の POWER 
スイッチを押して、一度シャットタ'ウンを行った後、再びマシンを起動してください 

また、キーボードとディスプレイ装置が接続されている場合は、本装置に直接□グインし 
て、[スタート]—[管理ツール]—[サービス]を選択します。次に 、 [Windows 
Management Instrumentation ] を選択し、いったん停止してから再起動させてください。 

• WebUI のリモートデスクトップを使って本装置に接続すると、本装置は最初に接続した 
クライアントのキーボード(例えば、106日本語キーボードなど)を記憶します。このた 
め、異なるキーボード(例えば 、 NEC PC - 9800シリーズキーボードなど)を持つクライ 
アントから接続すると正しくキー入力ができない場合があります。このような場合は本 
装置を再起動後に接続してください。 

• [ネットワーク]-[管理 Web サイト]にて、「この IP アドレスのみ」を選択時に、選択可能 
となるドロップタ'ウンリストボックスに同ーアドレスが表示されることがありますが、 
どれを選んだ場合も正しく設定されます。 
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• サーバ名を変更して再起動する場合、 WebUI 変更前のアクセスサーバ名で自動再接続を 
行ラため、再接続に失敗することがあります。自動再接続に失敗した場合、 WebUI で接 
続を行ラためには、変更後のサーバ名を使用して手動で接続を行ラ必要があります。 

• サーバ名の変更により、 WebUI で[ログオン情報は正しくありません（80070002)]のエ 
ラーメッセージが表示されることがあります。これは、サーバ名を変更する前の接続情 
報が残っていたため、上記エラーが発生したことが考えられます。一度ブラウザセッ 
シヨンを閉じた後、接続し直してください。 

• [ネットワーク]-[管理 Web サイト](管理 Web サイトのプロパティ）を開き、「この IP アド 
レスのみ」を選択すると、リストに「0.0.0.0」という IP アドレスが表示される場合がありま 
すが、これを選択しないでください。 WebUI との接続が途切れ、それ以降アクセスでき 
なくなります。誤って選択•設定した場合は、本装置を直接操作して正しい IP アドレス 
を設定し、 Web サイトを開始してください (263 ページ参照)。 


オプション機能 


標準機能に加え、電源管理などのオプションソフトウェアも用意しています。購入方法な 
ど、詳細は販売店あるいは弊社営業担当者にご相談ください。 
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ネツトワーク設定 


ネツトワークに関する説明をします。 


LAN インタフェースの設定 


導入時に初期設定ツールを使用して設定される IP アドレスは、1つのネットワークポートに 
対してのみのため、複数のネットワークポートをご使用の場合、起動後に各ネットワーク 
ポートに IP アドレスを割り当てる必要があります。 


ネットワーク設定について 

• 1つの LAN ポード(またはポート）には1つの IP アドレスを設定してください。複数の IP 
アドレスを設定した場合は、 WebUI での設定などが正しくできないことがあります。 

• 本装置の WebUI が管理用に使用している NIC 上で、 DHCP から静的 IP アドレスへ、ま 
たはその逆の変更を行うと、接続が中断されることがあります。 

• 管理 Web サイトのポート(または IP アドレス)を変更すると、管理 Web サイト Web イ 
ンターフェイスにアクセスできなくなることがあります。この場合、手動で新規の 
URL 、 すなわち新規ホストネームと IP アドレスおよび/または新規ポートを入力してく 
ださい。 

• LAN ポートに IP アドレス、サブネットマスクなどを設定する場合は、 LAN ケーブルを 
接続し、有効になった状態で行ってください。 


IP アドレスの設定は以下の手順で行います。 


WebUI に接続し、[ネットワーク]—[イ 
ンターフェイス]の画面を開く。 


② 


ファイル©編集 (£) 表示秘お、気に入り⑻ツール 0) ヘルブ ( H ) 


検索 お気に入り#メディア ^)\ : ▼ジノ 


I If 



ネットワーク 
識 gij Iヴローバル設定 Iインタ、 


X I管理者|管理 Web サイト| Telnet | 



塞別 

を設定します。 


Q ヴ□ーパル設定 

:ド少{ンメンバシタブ サーバーのすべてのネットワークア 

タブタに適用す5ネ讣ワー⑽設 
定を構成します> 


B ィンターフェィス a 音《者 

サーバーの各ネットワークインター 現在の 管理者 アカウントのパスワ 

フIイスのブ D パティを 描 成しま -ドを変更します。 


_ H Telnet 

, I Web サイトへのアクセス M サーノトを管理するための Telnet 
する IP アドレスとポートを の使用法を楢成してくださ U 


l ®~~ 




」ノ 


E ] インターフェイス 

サーバーの各ネットワークインター 
フ:[イスの プロパティを橘成しま 
す。 
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2 . 未設定のネットワークカードを選択し、 
「タスク」の欄にある rip 」 を選択する。 


ファイル (£) 編集 (£) 表示㈤お気に入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 


②. 




説明 mm [ip 供成状態上 

カルエリ7 謂 0M T DualPo rt 融 vork 10 . 34 . 70 . 14 靜的接続 

；p'1 口'-カルエリア Intel(R) PR0/1 000 MT Dual Port Network 〇〇〇〇 DHCp 切断 

,. i 接続 2_| Connection ... 


③ 


」ノ 




ローカルエリア 
J 搬2 




0 . 0 . 0.0 


DHCP 切断 


3 . IP アドレス、ゲートウェイアドレスを入 
力するか、 DHCP サーバを使用するかを 
指定して [ OK ] をクリックする。 



IP アドレス構成 


[®j DHCP サづ卜か 6 播成を取得します 0 
疒次の IP 設定を使用します： 


IP アドレス： 



空]ページが表示されました I | りイントラネット 



また、 DNS サーバの指定をする場合は以下のよラに行います。 

1. WebUI に接続し、[ネットワーク]—[イ 
ンターフェイス]の画面を開く。 


ネットワーク 

主要なネットワークブ□パティを管理しま寸。 



② 


B 



インターフェイス 

サーパーの各ネットワークインター 
フ I イスのプ □パティを稱成 しま 
す。 
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2 . ネットワークカードを選択し、「タスク」 
の欄にある 「DNS 」を選択する。 


ファイル®編集 (£) 表示祕お、気に入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 



IP 锖成状懲 


Hp 

厂 DNS 
\WE 


② 


⑦: 


」ノ 


のイントラネット 




ローカルエリア 
J 搬2 


3 . DHCP サーバから情報を取得するか、手 
動でアドレスを設定するかにチェックす 
る0 

4 . 手動で設定する場合は、 「DNS サーバア 
ドレス」の欄に DNS サーバの IP アドレス 
を入力して[追加]をクリックする。 

5 . アドレスが追加されたことを確認し、 
[〇 K] をクリックする。 


ファイル©編集 ( £ 〉 表示祕お気に入り⑻ツール CD ヘルブ㈣ 





ネットワーク | 

識 S リI ヴローバル 設定Iイン$—フ〇：イスI管理者I管理 Web サイト | TelnetJ 


DNS サーバー構成 


1ル IU7 格蒺 

① 


r DHCP サーバしか6梅成を取得します。 
汉手助で梅成します。 


DNS サーパーアドレス： 


)； キャン12ル 


ta ページが表示されました 


イントラネット 


同様に、 WINS サーバの指定をする場合は以下のように行います。 


1.WebUI に接続し、[ネットワーク]—[イ 与? 
ンターフェイス]の画面を開く。 


〔ル©編集®表示祕お気に入り⑻ツール CD ヘルブ⑻ 


② 


QR 5'0^0 [Ilj：!) レ ; 検索 _ぉ'気に入り-ザメディアぐ， 

Uy^~^A I音理者I音理 Web サイト | Telnet | 


SSU 

サ H 卜名 t ド少I 
樹定しま才。 


^Jn|x 

」丄 




E ] インターフェイス 

サーバーの各ネットワークインター 
フ:[イスの プロパティを橘成しま 
す。 


鵠し用ま r j 卜 1 

® はこ温^トヮ~5ィント —者ァヵゥント®パ: 

フ I イスのブ□パティを梅成しま - ドを変更します。 

A 

^ ィトトへの观ス0跑!を管理するための Tel 

# f する IP アドレスとポートを の使用法を楢成してください。 

/ = 、 


」ノ 
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2 . ネットワークカードを選択し、「タスク」 
の欄にある 「 WINS 」 を選択する。 



3 . 「 WINS サーバーアドレス」の欄に WINS 
サーバの IP アドレスを入力して[追加]を 
クリックする。 

4 . アドレスが追加されたことを確認し、 
[〇 K ] をクリックする。 
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ドメインの変更 


ワークグループとしてセットアップした本装置をドメインに参加させる場合や、ドメインを 
変更する場合には、以下の手順で行ってください。 


Hi 


本装置が参加しているドメインのドメインコント□ーラが Windows 2000 で、新たに参 
加を予定しているドメインのドメインコント□ーラが Windows NT 4.0 である場合、本装 
置を一度ワークグループに参加させた後に、あらためて Windows NT 4.0 のドメインに参 
加させてください。 


1.WebUI に接続し、[ネットワーク]—[識 
別]の画面を開く。 


ファイル© 集 (£) 表示秘お気に入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 


^JsJxJ 

^ I 势 

Q 戻ぃ J ，0 [U /検索.ぉ'気^) ザ メディァ|: 二 い 

r 〆 




2. 「ドメイン」を選択し、ドメインコント 
口ーラに登録されている「ドメイン名」、 
「ユーザー名」および「パスワード」を設定 
し、[〇 K] をクリックする。 

入力したドメイン名、ユーザー名が確認 
される（環境により10数分ががります） 
と、再起動の画面が表示されます。 


「ユーザー名」には必ず「ドメイン名¥」 
を先頭につけて r ドメイン名¥ユーザー 
名」と入力してください。 





- ) 表示で•きます。他 
、ように抑には、[アド以]獅スに 
力して、セキュリティで•保護されたポート番号 

-奮されたサイト 


サーバー名： _s 




ワークヴルーゴ： [WORKGROUP 


广ドメィン： | 

ドメインIこ参加するアクセス i 午可を与え汾サこユーザー 

m 怯 SG# ス "hi ^ つ 一 +f 一也ノ今 


3. [〇 K] をクリックして再起動する。 

再起動が完了すると、ドメインへの参加 
が完了します。 
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再起動の画面が表示されない場合は、次の手順を行ってください。 

1) ブラウザの[更新]をクリックするなどして、 WebUI の画面を表示します。 

2) [メンテナンス]—[シャットダウ 
ン]を選択し、[再起動]を選択 
し、本装置を再起動させます。 

3) 右の画面も表示されない場合に 
は、以下の手順を行ってくださ 
い0 

4) ブラウザをいったん終了し、 

WebUI を再起動します。 

5) それでもアクセスできない場合 
には、本装置の POWER スイッ 
チを押して終了後、あらためて 
電源を ON します。 

詳細は1章の「強制電源 OFF 」 や「電源の ON 」 を参照ください。 


















フアイアウ オールの 設定 


本装置では、 Windows ファイアウォールの設定を容易に行えるように、工場出荷時に、本 
装置で使用するポート設定を入れ込んだ状態で出荷しています。 Windows ファイアウォー 
ル設定を行ラことで、不要なポートを閉じることができます。 


ファイアウォールの設定を行ラ場合は、以下の手順で行ってください C 

方イル (D 編 
〇戻ぃ._ 


I. WebUI に接続し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 


2. 画面が表示されたら、 Administrator 権限 
を持つユーザーでログオンする。 


b F -Ini x| 

J7W ル (D 編集 (£) 表示秘お気 (ZAiD(A) ツール①ヘルプ (H) __| 9 

.、j 戻い」- d j ; /検索/. tsmcAo ぜメディア e| ，> . • 

:弟丨メンテナンス 


日付/ H 糊IシャットダウンI ロヴIバックアッゴIリモートデス外ッゴI通知電子メールI言語 I UPS | 
メンテナンス 

これ⑽ツール4使って、必要な構成やメンテナンスサイスを実行で.きます 0 



MB 付と時刻を設定します。 


3 シ w トタウン 

l 5> 今すぐ、またはス的ユールした b 寺間に、 
サ H 卜をシやツトタウン Ufe り再起肋し 
たりします 0 


A 日付/糊 

サ-バ ， e 

fll rM パ，奸，ブ 

I ? | □ウを表〒消去'タウン□-ドおよ u 5¢ サーバーのオペレ-ティンクシステムのパ 

梅成します。 ^ ックアップまたは馑元を行はす。 

Qp リモートデス外9ブ ^ 通知«子メール 

^51 サ-バ'-のデス外ツプに招続しまも ^ サ-バ-の通知電子メ-ルの設定を行 

ご更します。無停電電源を谢尺して、橘成します。 



■ j モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに掊梡します。 


3 . デスクトップの[ネットワーク接続] 
シヨートカットをダプルクリックする。 

本装置で使用できるネットワークインタ 
フェースが表示されます。 



4 . 設定を行うネットワークインタフエース 
を選択して右クリックし、[プロパティ] 
を選択する。 




ごみ箱 1 

ドストト I J 0 ^ |峻ネ 9 トワーり接篇 

EQ|jS# 20:00 
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5 . [詳細設定]のシートで、 [Windows ファイ 
アウオール]内の[設定]をクリックする。 



6. [全般]シートで「有効」をチェックする。 

「例外を許可しない」はチェックしない 
でください。 



Windows ファイアウォ-ルでは、承認されていないユーザ-によるインターネットまたはネットワ'-ウ経 
由のアクセスを M 止 t ることによ0、]ンピュ-夕の保護に役立てます。 

热 r mmo) ( 2 ) 

この設定では、[例外]タブで還折されたものを除くすべての外部ソースからのこの]ン 
ビュータぺの招続をブロックしま言。 


r 例外を許しない ( e > 

空港などのセキュリティの弱い埸所で、 IVM ネットワークに招梡する場合に 
胃ルで ブロ 儀ても、 通 


イ溫續ずと、 こ 崎 


詳細は Microsoft (D Web サ仆 を参照してく S： さい。 

0K ] キャンセル 


7 . [例外]を選択し、アクセスを有効にする 
サービスにチェックを入れ、[〇 K] をク 
リックする。 




xj 


全般例外 

入力方向のネットワーク招続は、下で逞択されたブ□クラム to よ U サービスのためのものを除き、 


チェックを入れなかつたサービスは、 
ネットワーク経由でのアクセスが拒否 
されます。必要なサービスには必ず 
チェックを入れてください。特に、 
「ISS 管理 WebUU や「リモートデスク 
トップ」のチェックをはずした状態で設 
定を完了してしまうと、リモート管理 
が行えなくなり直接マシンの設定を行 
わなければなりませんので、[〇 K] をク 
リックする前に必ず確認してくださ 
い。 



W Windows ファイアウォールによブロヴラムのブロック B 寺に通知を表示する迎 


0K | _キャンセル 


8. 「くネットワークインタフェース>のプロ 
パティ」で [OK] をクリックする。 
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工場出荷時には、以下のポート番号が Windows ファイアウォールに設定されています。 


*1IMAP3、IMAP4、POP3, Telnet、SMTP、HTTPS を除く各ポートは、本装置でイ吏用する可肯封生 
のあるポートです。 Windows ファイアウォール設定を有効にする場合には、これらのポートを有 
効にした状態で使用してください。これらのポートにも制限をかける場合、一部機能が利用できな 
くなる場合があります。やむを得ず設定を行う場合には、注意して設定してください。 

*2 リモートデスクトップから、ファイアウォールの設定を行った場合、設定後画面が1〜2分ほど静 
止したように見える場合があります。その場合でも、正常に動作しています。しばらくお待ちくだ 
さい。 

*3 RTSPT、RTSPU、MMST、MMSU、Web サーバ (HTTP) のポートを停止すると、該当するプロ 
トコルでのストリーミングを行うことができません。 

*4 ISS 管理 WebUI、StreamPro/WM9S-Plus, Windows Media サービス 9Web アドミニストレー 
夕、リモートデスクトップのいずれかのサービスを停止すると、 Web 管理 UI の機能の一部が利用 
できな< なります。 

*5 ASM は Adaptec HostRAID 設定時にのみ使用されます。 

*6 Power Console Plus は、 MegaRAID 設定時にのみ使用されます。 

*7 SNMP、RPC、RemoteWakeUp の各ポートは、 ESMPR 〇 /ServerAgent で使用します。 


ポー ト番号 

種別 

サービス名 

21 

TCP 

FTP サーバ 

23 

TCP 

Telnet 

25 

TCP 

SMTP 

80 

TCP 

Web サーバ (HTTP) 

110 

TCP 

POP3 

135 

TCP 

RPC 

143 

TCP 

IMAP4 

161 

UDP 

SNMP 

220 

TCP 

IMAP3 

443 

TCP 

HTTPS 

554 

TCP 

Windows Media 9 RTSP(TCP) 

554 

UDP 

Windows Media 9 RTSP(UDP) 

1755 

TCP 

Windows Media 9 MMS(TCP) 

1755 

UDP 

Windows Media 9 MMS(UDP) 

3389 

TCP 

リモート デスク トツプ 

3571 

TCP 

Power Console Plus #1 

3572 

TCP 

Power Console Plus #2 

8079 

TCP 

Windows Media サービス 9 Web アドミニストレータ (SSL) 

8080 

TCP 

Windows Media サービス 9 Web アドミニストレータ 

8098 

TCP 

ISS 管理 WebUI(SSL) 

8099 

TCP 

ISS 管理 WebUI 

9098 

TCP 

StreamPro/WM9S-Plus(SSL) 

9099 

TCP 

StreamPro/WM9S-Plus 

10101 

UDP 

Remote Wake Up(ESMPRO) 

30000 

UDP 

ISS 初期設定ツール 

34571 

TCP 

ASM #1 

34572 

TCP 

ASM #2 

34573 

TCP 

ASM #3 

34574 

TCP 

ASM #4 

34575 

TCP 

ASM #5 
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ネットワーク負荷分散や回線の冗長化について 


2ポートあるネットワークアダプタ、あるいは複数枚のネットワークアダプタを使ってネッ 
トワークの負荷分散および回線の冗長化を行うことができます。利用することができる機能 
は以下の通りです。 

Adapter Fault Tolerance (AFT) 

複数のアダプタでグループを作り、使用されているアダプタに障害が発生した場合に自動的 
にグループ内の他のアダプタに処理を移行させます。 

Adaptive Load Balancing (ALB) 

複数のアダプタでグループを作り、コンピュータからの送信バケットをグループすべてのア 
夕'プタから行ラことにより、スループットを向上させます。受信処理は1枚のアダプタのみ 
で行われますが、このアダプタに障害が発生した場合は自動的にグループ内の他のアダプタ 
に受信処理を移行させます。 


Intel (R) PROSet に関する注意事項 


• lntel ( R ) PROSet を起動すると、左側にボードの一覧を表示しますが、ここから削除 
( Remove ) しないでください。 

• 使用可能なオプションボードについては、8章を参照してください。ボードによっては異 
なる型番のボードと組み合わせてチーム化の設定を行ラこともできます。 AFT 、 ALB に 
おいてそれぞれ利用可能なボードの組み合わせに関しては販売店または弊社営業担当ま 
でお問い合わせください。 

• オンボード LAN のポートとオプションボードのポートを組み合わせてチーム化の設定は 
できません。 

• N 8104-113ボード（1000巳八3巳-丁接続ボード）では、2つのネットワークポートがそれ 
ぞれ独立して動作します。 AFT / ALB を設定する際は、本ボード1枚で、2枚分のアタブ 
夕が実装されているものとして扱われます。 

• N 8104 -103/1 12/109/115は同型番のみで同じグループとしてチーム化の設定が可能 
ですが、他のオプションボードとの混在ではできません。 

• 1000 BASE - T 接続ポートおよび1000 BASE - SX 接続ポートのチーム化設定は AFT のみ 
利用可能です。 

• Adapter Teaming のグループとして指定するアダプタはすべて同じ LAN 上（同ーネット 
ワーク）に存在する必要があります。また、 ALB 構成のアダプタは同一のスイッチイング 
ハブに接続してください。 

• 増設したオプションボード LAN のチーム化の設定は、オンボード LAN を経由して、 
WebUI よりリモートデスクトップを起動して設定を行います。このため、事前にオン 
ボード LAN に IP アドレスを設定しておくことが必要です。 
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• オンボード LAN の 2 ポート（標準搭載)でチーム化の設定が可能です。この場合、 WebUI 
接続用にオプション LAN ボードを増設し、オンボードの2ポートをチーム化設定すること 
を推奨します。事前に増設したオプションボード LAN に IP アドレスを設定しておくこと 
が必要です(標準搭載のポートのみでの設定も可能。その場合は、「設定例」を参照)。 

• リモートデスクトップ領域に入っての設定画面を同時に開いたままの状態にはできませ 
ん。このため、[メンテナンス]-[リモートデスクトップ]等にて本装置にログオンしよ 
ラとした際に、以下のメッセージが表示される場合があります。この場合は、他のリ 
モートデスクトップ画面を終了してください。その後、同様のメッセージが表示される 
場合は、一度ブラウザを終了した後、しばらく経ってから操作を行ってください。その 
後にもメッセージが表示される場合は、本装置を再起動してください。 

— The terminal server has exceeded the maximum number of allowed connec ¬ 
tions . (ターミナルサーバーは許可された最大接続数を超過し ました） 

-システムにログオンできません (1 B 8 E )。 再実行するか、システム管理者に問い合わ 
せてください。 

-サーバーへの接続エラー：くサーバ名 >。この機能を使用するには、サーバーのリ 
モートデスクトップを有効にしてください。 

• 複数 NIC を同ーセグメントに接続する場合、複数枚の NIC 実装したコンピュータにおい 
て、 AFT • ALB 等のチーム化構成を作成しない2枚以上の NIC を同ーネットワークセグメ 
ントに接続した場合、ネットワークが正常に動作しない場合があります。 AFT • ALB 等 
のチーム化構成を作成しない2枚以上の NIC は、それぞれ別ネットワークセグメントに接 
続するようにしてください。 

別ネットワークセグメントに接続できない場合は、1つの NIC を除いた他の NIC のイン 
ターネットプロトコル ( TCP / IP ) において [NetBIOS over TCP/IP を無効にする]設定を行 
い NetBT の機能を停止してください。 NetBT を停止した NIC においては、 Windows NT 
4.0 以前および Windows 9 x 系〇 S からのファイル共有機能等にアクセスができなくなるた 
め注意が必要です。この場合、唯一 NetBT 機能が有効になっている NIC が停止すると、 
ファイル共有機能等のマイクロソフト特有のネットワーク機能が使用できなくなりま 
す。 

I H-0 設定例の方法で設定を行う場合、標準搭載のオンボード LAN の2ポートでチーム化の設定 
を行うことも可能です。 

• ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソールから管 
理者権限 (Administrator など)を持ったユーザーで□グインして実施してください。〇 SO 
リモートデスクトップ機能によるリモートからの設定変更操作はサポートしていませ 
ん〇 
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設定例 1 

この例では、標準搭載のオンボード LAN の2ポートのみでチーム化設定を行ラ場合の手順を 
示します。チーム化の設定が終了すると、 WebUI の接続が途切れます。 

そのため、 DHCP サーバーが存在しないネットワーク環境では 、 EXPRESSBUILDER ( SE ) 
CD - ROM から起動する初期設定ツールを使用して、設定後に作成される仮想 LAN ポートの IP 
アドレスを自動発見し、管理用 PC の環境を合わせて WebUI から正しい設定を行うことにな 
ります。 


スイッチング HUB 



ALB/AFT 


設定手順は次のとおりです。 

1. WebUI を使用し、本装置に接続する。 

設定は、オンボード LAN(lntel® PRO/ 1000 MT Dual Port Network Connection) を経由して行 
います。このため、オンボード LAN に設定した IP アドレスを用いて本装置への接続を行ってくだ 
さい。本装置への接続は1章の「本装置への接続」を参照ください。 

2. WebUI の[ネットワーク]—[リモートデスクトップ]を選択する。 

リモートデスクトップ画面が立ち上がり、 「Windows へのログオン」ダイアログボックスが表示さ 
れます。 

3. Administrator 権限を持った ユーザーで ログオンする。 

I n -〇 終了する際は、[スタート]-[□グオフ]をクリックして終了してください。ウィンドウ右 
nra 上の jsj をクリックして終了しないでください。 
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4. [スタート]—[すべてのプログラム]— 
[Intel Network Adapters ] — [ Intel ( R ) 
PROSet ] をクリックする。 

Intel ( R ) PROSet が起動されます。 


仏 Windows Update 
免レ Windows カタロヴ 

厂] ESMPRO Server Agent 

smbe 

Q StreamPro WM9S-Plus 
色アクセサリ 
短)ス$-トアップ 
© 管理ツ-ル 
^ Internet Explorer 
@ MegaRAID Client 
■ Outlook Express 
リモートアシスめス 

] oi). オフ (D 



スれ卜嗖名 
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8. チームにするアタ'プタをチェックして[次 
へ]をクリックする。 



9. [完了]をクリックする。 


[lntel(R)PROSet] メイン画面に戻りま 


す。 



10. [0K] をクリックして終了する。 

この後、作成された仮想 LAN ポートに IP 
アドレス等を設定します。使用している 
ネットワーク環境により以下の2通りの 
方法があります。以下にその手順を示し 
ます。 



【ネットワーク環境に DHCP サーバが存在する場合】 

1. クライアントマシンでブラウザを起動し、本装置に接続する。 

アドレスは 「http://hostname: 8099/」と入力します （「hostname」 には本装置のコンピュータ名を 
入力)。 

2. WebUI の[メンテナンス]-[シャットダウン]-[再起動]を選択し、本装置を再起動する。 

再起動後、チーム化設定を行ったポートに IP アドレスが設定されます。 
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【ネットワーク環境に DHCP サーバが存在しない場合】 


「設定手順」の手順10の後、 WebUI の接 
続が途切れ、右の画面を表示します。 
再起動後、本装置に次のような IP アド 
レスが設定されます。 

169.254.*.*(* は不定） 




::LJ ネットワ-ゥ] 

白 p * チーム#0 - アダプタフォルトト U 5 ンスモード 
B-m メンバーアタブ$ 

Intel(R) PRO/IOOO MT Dual Port Network Co 
_ Intel(R) PRO/IOOO MT Dual Port Network Co| 


イーサネットアドレス： 00004 CBF 4074 

部品番号： FAB 4 FA -0 B 4 

IP アドレス： チーム情報を参照 

ネットワークドラ<パのステー奴： ロード済み 
-クのステー5ス：_ 


不ットクークのステータス：- 

100 Mbps 

r^c ■'す。 

_ 二 _ ケづルの亍ス MB J 

- | 

I Intel . 



WebUI を接続するクライアントマシンの IP アドレスを、未使用の IP アドレスに設定し、再起動す 
る。 

サブネットマスク 255.255 .0.0 

IP アドレス 169.254 .1.1 から169.254254.254までのいずれが 


2. クライアントマシンに EXPRESSBUILDER (SE) CD-R 〇 M をセットし、初期設定ツールを起動す 

它) 〇 

3. [開始]をクリックして本装置を検索する。 

4. 自動発見された本装置を選択し、 WebUI を起動する。 

5. リモートデスクトップ画面を起動（[メンテナンス]—[リモートデスクトップ])し、ログオンする。 


6 . デスクトップの[ネットワーク接続] 
ショートカツトをダブルクリックする。 


[口ーカルエリア接続]アイコンが1つ追 
加されています。 

7. 追加されたアイコンを右クリックし、[プ 
□パティ]を選択する。 



ファイル®編集®表示® fe ' SCAO ( A ) ツ KD 識 II 設定⑽ヘルプ ( d ) 


J 戻い d 1 1 P 梭索 フォルダ X »9 I 


アドレス® ネ9トワ'■ク接続 


▼] a 移助 


LAN ま驅速イントネ，卜 

a □一:*)ル I リア接梡 

有効 

へ 

ー チ-ム#0-アタブ$フォルトトレラ1 


き 


_ -カル I リア接続2 
私トワづケづルが接続され... 
Intel(R) PRO/IOOO MT Dual Po … 


【|ぼ 


匿 


[4 悃のォブジ1外 
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8. [接続の方法]が [I n t e I ( R ) 
AdvancedNetwork Services Virtual 
Adapter] になっていることを確認しし、 
TCP/IP のプロパティで IP アドレスなどを 
設定する。 


[Intel(R) Advanced Network Services Virtual Adapte 


9. 手順 1 で設定変更したクライアントマシンの IP アドレス等を元に戻す。 

10. 本装置に割り当てた IP アドレスで WebUI を起動し、[メンテナンス]—[シャットダウン]一[再起動] 
を選択し、本装置を再起動する。 

以上で終了です。 


1 




. ，レ検索 フォルダ - 


この接続は次の項目を使用しま才必 


3 BClient for 
] ^ Network Load Balancing 
う File and 


Printer Sharing for Microsoft Ne 




~ 接樹寺に通知領域にインジケ-夕を表示する铋 


J ■ 

態： I I I 

rlrt | 

^||_|說 繼 

11 aaiH 

ァ」 r_ I I 
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ディスクとメモリ管理 

本装置で使用するディスクとメモリの管理について説明します。 


イスクの管理 


ハードディスクドライブは、 WebUI の[ディスク]メニューから管理します。 

画面の 「Power Console Plus 」 と 「Adaptec Storage Manager 」 はデイスクアレイを構築し 
ている場合にのみ表示されます。 



Adaptec Storage Manager... 本体のマザーボードにある Adaptec HostRAD コントローラに 

よってディスクアレイを構築している場合に表示される、ディ 
スクアレイ管理ユーティリティです。詳しくは、5章または 
EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - R 〇 M にあるオンラインドキュメ 
ントを参照してください。 

Power Console Plus . オプションのディスクアレイコントローラによってディスクア 

レイを構築している場合に表示される、ディスクアレイ管理 
ユーティリティです。詳しくは、5章を参照してください。 
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ボリュームの管理 

WebUI の[ディスク]メニューから[ボリューム]をクリックすると、ディスクボリュームに関 
する管理をする画面が表示され、以下の処理を行ラことができます。 

• ディスクとボリュームの管理 

• 最適化のスケジュール 

• クォータの管理 

ここでは、本装置のボリューム管理を行う上での基本事項について記載します。その他詳細 
は WebUI のオンラインヘルプを参照してください。 


ディスクとポリュームの管理 

以下の方法で、本装置上の「ディスクの管理 (Disk Management )」 ツールを起動できます。 


WebUI の[デイスウ]-[ボリューム]を選 
択する。 





2 . 管理するボリュームを選択し、タスク 
ボックスー覧の[管理]をクリックする。 

フレーム内に 「Windows への□グオン」ダ 
イアログボックスが表示されます。 
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3. Administrator 権限を持つューザーで ログ 
オンする。 

「Disk Management」 が自動的に起動し 
ます。 


in 


処理が完了したら、必ず右上の上]をク 
リックして 「Disk Management 」 を 
終了してください。なお、リモートデ 
スクトップ接続セッションから□グオ 
フするまで、しばらく時間がかかる場 
合があります。 


ファイル逆）編集 (£) 表示秘お気 CA0 ⑻ツ-ル①ヘルプ妙 


J 3回 ： I 二検索 お気に入り好メディア ぞ | 一，V 


し- 

ディスク 


ボリュームIシャドウコビー 



NTFS フォーマツト 

既存のパーティシヨン構成を変更する場合や、ディスクの追加などで新たにパーティシヨン 
を追力□する場合は前述の説明を参照し 、 「Disk Management 」 を起動して行ってください。 
本装置は内部で NTFS ファイルシステムを使用して□一カルなファイルアクセスを行ってい 
ます。そのため、新たにご使用になるディスク/ボリュームは、必ず NTFS でのフォーマツト 
を行ラ必要があります。 


I 蠤 


ポリュームの変更等を行うと、ディスクに保存されていたデータはすべて消去されます。 
フォーマットする際には十分注意してください。 


ファイル®編集®表示 M お気に入り⑻ツール®ヘルプ⑻ 


J » 


戻る， 


，0囡4 | P 検索 お、気に入り婷メディア€、| 


■デ ィスク 

「ボリューム I シャドウコビー I 


wms 

基状®:菅告 

I ューザー1ストリーミンヴ丨メン亍ナンス1ヘルプ I 


ディスクの管理 

ディスクの管理を使ってポリュームを音理するには、ここでロゲインしてください。 
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パーティションの作成 

新たに□ジカルドライブを増設した場合、以下の手順でパーティションを作成します。 


1. 前述の説明を参照し 、 Disk Management 画面を表示する。 

2 . 「@不明」と表示されているディスクを右クリックし、[署名]を選択する。 
[署名する]ダイアログボックスが表示されます。 

3. 署名するディスクをチェックし、[〇 K ] をクリックする。 


4. [未割り当て]の領域を右クリックし、 
[パーティションの作成]を選択した後、 
運用にあわせてパーティションを作成す 
る 0 

I チェック I 

パーティションの種類として[プライマ 
リバーティション]を選択すると、1口 
ジカルドライブに4つまでしかパーティ 
ションを作成できません。 

5. [メンテナンス]—[シャットダウン]—[再 
起動]を選択して、本装置を再起動する。 



ポリューム変更時の注意事項 

• ボリュームの削除/変更を行ラ場合、既存のボリュームに設定してある共有を解除してか 
ら行ってください。再設定後、古い設定のためにボリュームが正しく見えない場合があ 
ります。共有については各プロトコルの共有の設定についての記述を参照してくださ 
い0 

• [ディスク]—[ボリューム]画面で、[管理]をクリックし、□グオンすると、通常 、 Disk 
Management 画面を開きます。ただしブラウザの環境により、[現在のブラウザゾーンに 
あるこのプログラムにアクセスできません。 ] とメッセージが表示され、リモートデスク 
トップにて接続した状態となることがあります。この場合は、[スタート]—[管理ツー 
ル]—[コンピュータの管理]を起動して、[記憶域]—[ディスクの管理]を選択してくださ 
い0 

インターネットエクスプローラでは設定で WebUI を「イントラネット」や「信頼済みサイ 
卜」に追加すると、この現象が改善されることがあります。詳細は81ぺージの 「 WebUI の 
使用時の注意事項」を参照してください。 

また、 WebUI を使用する際に、ブラウザの URL 入力欄（[アドレス]または[場所]など)に 
IP アドレスを指定して使用されている場合は、一度 WebUI を終了します。ブラウザを再 
起動後、 URL 入力欄に以下のよラにストリーミングサーバのコンピュータ名を指定し、 
WebUI を使用できる状態になった後、改めて同様の処理を行うと、正しく利用できるよ 
うになることがあります。 


「 http :// コンピュータ名:8099/」または 「 https :// コンピュータ名:8098/」 






































• ディスクの各ボリュームに割り当てているドライブ文字を変更すると「共有フォルタ'」に 
て共有情報を正しく表示できなくなりますので、特に指定のない限りは、ドライブ文字 
の変更は行わないでください。 

• リモートデスクトップ領域に入っての設定画面を同時に開いたままの状態にはできませ 
ん。このため、[ディスク]にあるメニューを選択して□グオンしようとした際に、以下 
のメッセージを表示する場合があります。この場合は 、 Disk Management 画面や 
PowerConsole Plus 画面などを終了してください。その後、同様のメッセージが表示さ 
れる場合は、一度ブラウザを終了した後しばらく経ってから操作を行ってください。そ 
の後にもメッセージが表示される場合は、本装置を再起動してください。 

— The terminal server has exceeded the maximum number of allowed connec - 
tions . (ターミナルサーバは許可された最大接続数を超過しました） 

-システムにログオンできません (1 B 8 E )。 再実行するか、システム管理者に問い合わ 
せてください。 

-サーバーへの接続エラー：くサーバ名 >。この機能を使用するには、サーバーのリ 
モートデスクトップを有効にしてください。 

• ディスクボリュームの追加/削除を行った際には、再起動しないとエクスプローラからボ 
リュームが正しく見えないことがあります。 


最適化のスケジュール 

最適化は、□一カルボリュームを分析し、断片化されたファイルやフォルダを統合して、 
それらボリューム上の連続した1つの領域を占めるようにするための処理です。これによっ 
て、ファイルやフォルタ'へのアクセス、および新しいファイルやフォルタ'の作成がより効率 
的になります。最適化を行ラとファイルとフォルタ'が統合整理されるので、ボリューム上の 
空き領域も統合されます。そのため、新しいファイルが断片化される可能性が低くなりま 
す。 

都合のよい時間にボリュームが自動的に最適化されるよラにスケジュールを設定できます。 
ボリュームの最適化を一度だけ実行したり、または繰り返し実行したりできます。 

最適化スケジュールを設定するには、以下の手順で行います。 

1. WebUI の[ディスク]—[ボリューム]を選 
択する。 


② 
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2. 最適化スケジュールを設定するボリュー 
ムを選択し、[タスク]ボックスの一覧が 
ら[最適化のスケジュール]をクリックす 

〇) 〇 ボリューム I シャドウコビー I Power Console Plus | Adaptec Storaae Manager | 


② 

J 


- 「「「 K 3 イントラ和卜 ^ 


3. [このボリュームの最適化をスケジュール 
する]チェックボックスをオンにする。 

スケジュール設定項目が表示されます。 


4. 頻度を選択する。 

[1 回のみ]、[毎日]、[毎週]、または[毎 
月]を選択できます。 

5. 定期的なパターンや開始日時を指定す 
る。 

6. [〇 K ] をクリックする。 


7. 正しくスケジュールが設定されたことを 
確認する。 



.ームの音理と最適化、ユーザーのクオ ー5の設定を実行できます。 


バ^索:|ボリュ-ム名彐厂 

I I J ボリ; L -ム名 

- |(?l New Volume (D:) 


空き薄域次回®最適化©時刻 


□-カルディスク （C:) 


I 管理… 

I 最通化 ( D : 

[ル… 





• 特定の時刻までに最適化が実行されるようにして、それ以降は実行されないようにスケ 
ジュールを設定できます。この場合、指定した時刻に実行されている最適化処理は、その時 
刻で中止されます。サーバへのアクセス増加が見込まれる前に最適化処理を確実に終了させ 
る場合などに、この設定を使用すると便利です。 

春[このポリュームの最適化をスケジュールする]チェックポックスをオフにし、 [0 K ] をク 
リックすると、スケジュールは無効化されます。 
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シヤ ドウ コピーの 管理 


シャドウコピーサービスは、サーバ上の共有ファイルおよび共有フォルダの特定時点にお 
けるコピーを作成します。シャドウコピーサービスを使用すると、特定の時点に存在してい 
たファイルとフォルタ'の内容を確認できます。以前のバージョンのファイル（シャドウコ 
ピー)へのアクセスは、次のような場合に役立ちます。 

• 間違って削除したファイルを復元する 

ファイルを間違って削除した場合は、以前のバージョンのファイルを開き、そのファイ 
ルを安全な場所にコピーできます。 

• 間違って上書きしたファイルを元に戻す 

ファイルを間違って上書きした場合は、そのファイルの前のバージョンを復元できま 
す。 

• 作業中にファイルの複数のバージョンを比較する 

ファイルの以前のバージョンと比較し、2つのバージョン間の変更内容を確認できます。 


WebUI の[ディスク]-[シャドウコピー] 
を選択すると、「シャドウコピーの管理」画 
面が表示されます。 


ファイル (£) 編集©表示秘お気に入り⑻ツール CD ヘルブ ( il > 

^JnJiSj 

^|資 

〇居5， JS 名 .； | ノ 1 検索..' ぉ司ユりぜメディァぐう| 0▼る® 



ディスク. 

ボリューム | ソャドウコビー | Power Console Plus | Adaptec Storage Manager | 


り、 ポリューム、ディスククォータ、お'よ U その他の記馆域に聞連した機能を描成します。 






® サづ卜上のポリユームを管理 te よ ^ サーバー上で•シゃドウ ] ピ-を作 
D 橘成します。 成、音理 te よ U 梅成しま才。 


Power Console Plus 

MegaRAIDB 寺に お、 いて、アレイヲ 
スウの管理や保守を行います。 


シャド〇コビー 

サー パー上で シゃ ドウ コピーを 作 
成、音理およ U 構成します。 



[ファイル (£) 編集 (£) 表示初お気に入り⑻ツール CD ヘルブ⑻ 


—戻る ▼ ，二 j ど]; 検索 お気に入り ^ T メディア . 




ボリューム I シャドウコビー I 


シャドウコビーの管理 


識 i 織?益總すのる特こ離^ 


•ームの内容を表示することができます。各ボリュームに対して、シャドウコビ 


枝索：「ボリューム ニ Jr 

厂ボリューム 


コ I LiJQH | 


コビー 使用量 共有次回®実行呤刻 


id 


New Volume (D:\) 
ローカルディスク （C:\) 


0無効 
— 無幼 


ここでは、シャドウコピーサービスを使用する基本的な手順について説明します。詳細は 
WebUI のオンラインヘルプを参照してください。 
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シャドウコピーの作成 


シャドウコピーの作成は、以下のようにいくつかの手順で行えます。 

シャドウコピーを1つ作成する場合 


1 . 


2 . 


前述の説明を参照し、 
の管理」画面を開く。 


「シャドウ コピー 




シャドウコピーを作成するボリュームを 
選択し、タスクボックスー覧の[新しい 
シャドウコピー]をクリックする。 

しばらく時間ががかる場合があります。 
そのままお待ちください。 


3. 選択したボリュームの「コピー」数が増え 
ていることを確認する。 


- # Iディスク . 广 



コビー 


0 





シャドウコピーを有効化する場合 


2 . 


3. 


前述の説明を参照し、「シャドウコピー 
の管理」画面を開く。 

シャドウコピーを作成するボリュームを 
選択し、タスクボックスー覧の[有効]を 
クリックする。 

しばらく時間がかかる場合があります。 
そのままお待ちください。 

選択したボリュームの「コピー」数が増 
え、「次回の実行時刻」が設定されている 
ことを確認する。 



この方法では、いくつかの処理が自動的に実行されます。 

• 選択したボリュームのシャドウコピーが作成される。 

• シャドウコピーの最大記憶域が設定される。 

• 平日の午前7時と正午12時にシャドウコピーを定期的に作成するスケジュールが設定さ 
れる。 



































































































シャドウコピーのスケジュールを手動で設定する場合 


以下の手順でシヤドウコピーのスケジュール設定することができます。 


1. 前述の説明を参照し、「シャドウコピーの 
管理」画面を開く。 

2. シャドウ コピーを スケジュールするボ 
リュームを選択し、タスクボックスー覧 
の[スケジュールの設定]をクリックす 
る0 


表示秘お気に入り⑻ツ - ル①ヘルプ⑻ 
[p 戻る ▼ j ▼ (3 囡 c 」 


お気に入りイメディア ‘ ▼ 


ZEE) 


シャドウコビーの管理 






r 

►閉始 

^ M nm 1 


□ビ- 

使用量 

共有 

次回 © 実行 i 

0 

0% 

〇| 

無効 














LL 釦君 


シゃドウコビー©表示 


，ルの設定… 

■イ 


3. [新規]をクリックする。 





ボリュ-ム Iシャドウコビー 


ボリューム D :\® シャドウコビーのスケジュール 


シャドウ尤-を作成するスケジュールを作成または削除できます。 


BCD I ' : 'r 

厂スケジュール 


• 設定日： 2003/10/07, P 肩始 B 寺刻:12:00 Pe^Pl： 毎週月、火、7に木、金暍日， 
• 設定日： 2003/10/07, P 通始 B 寺刻: 7:00 P 部長:毎週月、火、7れ、木、金嗶日， 


4. 頻度を選択する。 

[1 回のみ]、[毎日]、[毎週]、または[毎 
月]を選択できます。 

5. 定期的なパターンや開始日時を指定す 
る0 

6. [〇 K ] をクリックする。 

7. 正しくスケジュールが設定されたことを 
確認する。 


【補湖撕ぼ/！加她册 XMP 順 


ファイル<£>編集 (£) 表示邸ツール①ヘルブ⑻ 


| vj 戻る ▼ 〇 @ ® 4レ検索 お気に入り婷メディア e | ▼ , 




'二ぜ_|ディスクI 


ボリューム丨シャドウコビー I 


ボリューム D :\ の新しいシャドウコビーのスケジュール 


? IZL てください。 
スケジュール： 

② 


Ci 回の み r 毎日 r 毎通 (? 毎月 
r Ti z \ か月ごとの |i :日 
夕卩 il か月ごとの I 第 ij 「日睹日二] 
聞始する 日：卩 _ij 
月：丨1〇月」 

年：[2003 


① 


フビーを作成する M 度は1呤間に：:孕1回ま 


始：10:00:00 


ノ；Xキャンセル 
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シャ ドウ コピーデータの 表示と復元 

シヤドウコピーデータの表示や復元は、以下の手順で行います。 


1. 以前のパージョンを表示するリソースをネットワーク上から見つける。 


2 . 

3. 


右クリックし、[プロパティ]を選択する。 

表示された「プロパティ」ダイアログボッ 
クスで 、 [Previous Versions (以前の 
バージョン)]タブをクリックする。 





n of a lolaer, select the version from the 
following list and then click View. You can also save a tblder to a 
different location or restore a previous version of a folder. 


Folder versions: 



p-Oi^ 

[以前のバージョン]タブは、ユーザーの口ーカルコンピュータに「シャドウコピークライア 
ントソフトウェア」がインス!-ールされていない場合は表示されません。本装置上の 
r % systemroot %¥ system 32¥ clients ¥ twclient ¥ x 86¥ twcli 32. msi 」 を実行し、イン 
ス I -ールしてください。 

また、ネットワーク接続が稼働しており、ボリュームを共有リソースとしてリモートから表示 
できる状態になっている必要があります。 


4. 内容を確認する場合は、ファイルのパージョンを選択し、[表示 ( View )] をクリックする。 
表示された以前のバージョンのリソースから必要なデータだけコピーすることも可能です。 

5. 選択したリソース全体を復元する場合は、[復元 ( Restore )] をクリックする。 

以前のバージョンの復元についての警告メッセージが表示されます。 

6. [はい]をクリックし、手順を完了する。 


注意 

• ファイルを復元した場合、そのファイルのアクセス許可は以前と変わりません。つま 
り、復元操作を実行する前と同じアクセス許可が割り当てられたままになっています。 
間違って削除したファイルを復元した場合、そのファイルには、ディレクトリの既定の 
アクセス許可が設定されます。 

• シャドウコピーの作成は、通常のバックアップ操作に代わる作業ではありません。 

• 記憶域の制限値に達した場合は、最も古いシャドウコピーが削除されます。削除された 
シャドウコピーは元に戻せません。 






















• 作成可能なシャドウコピーの最大数は、1つのボリュームにつき64です。この最大数に 
達すると、最も古いシャドウコピーが削除されます。削除されたシャドウコピーは元に 
戻せません。 

• シャドウコピーは読み取り専用です。編集はできません。 

• シャドウコピーはボリューム単位でのみ作成されます。つまり、ボリューム上の特定の 
共有フォルタ'や共有ファイルのみのコピーや、それらフォルタ'やファイルのコピーから 
の除外はできません。 

• NFS (Nertwork File System) クライアントからシャドウコピーのデータにアクセスする 
場合、そのデータは、 NFS プロトコルを使用して共有されているフォルタ'のルートにあ 
る隠しフォルタ'の読み取り専用ファイルとして扱われます。 

癱シャドウコピーを有効にするソースボリュームで最適化を実行する予定もある場合は、 
そのボリュームを 16KB 以上のアロケーションユニットサイズでフォーマットすること 
をお勧めします。この方法をとらないと、ボリュームを最適化した結果、ファイルの以 
前のバージョンが削除されることがあります。ただし、ソースボリュームに対して NTFS 
ファイルシステムのファイル圧縮を実行する場合は、 4KB を超えるアロケーションユ 
ニットサイズは使用できません。このような場合に、多くの断片化が発生しているボ 
リュームを最適化すると、予想以上に早い時点で古いシャドウコピーが失われる可能性 
があります。 

• 仮想メモリのページングファイルや休止ファイルを含むボリュームではシャドウコピー 
を有効にしないでください。 

• 「シャドウコピーの管理」で[共有の管理]をクリックすると、エラー画面が表示されま 
す。本装置では、 WebUI 上から共有の設定は行えません。「共有」を参照し、リモートデ 
スクトップを使用して行ってください。 


Windows のマウントについて 

任意のドライブを特定フォルダの下の階層に割り当てる Windows のマウント機能が設定で 
きます。 


注意事項 

• 管理者か管理者グループのメンバとしてログオンしている必要があります。 

• マウント先フォルタ'(容量を増やしたいフォルタ')は空である必要があります。（マウント 
後、マウント先フォルダはドライブ表示になります。そのため、以下マウント先ドライ 
ブと記述しています。） 
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マウントの方法 

マウントの方法は次の2つあります。 

( A ) マウント元がドライブを割り当てられている(未割り当ての領域ではない)状態の場合 

この場合、再起動するとエクスプローラには、マウント先ドライブだけでなく、マウン 
卜先ドライブと同じ内容を持つマウント元ドライブも表示されます。 

( B ) マウント元が未割り当ての領域の場合 

この場合 エクスプローラにマウント 元ドライブは表示されません。 


マウント手順は以下のようになります。上記 (A)、（B) 共に同様で、手順2でマウント元を 
NTFS ボリュームとするか未割り当ての領域とするかが異なるだけです。 

1. 前述の説明を参照し、 Disk Management 画面を表示する。 


2. マウント元ドライプとなる 「 NTFS ボ 
リューム」または「未割り当ての領域」を右 
クリックして[ドライプ文字とパスの変 
更]をクリックする。 



3. [ドライプ文字とパスの変更]ダイアログ 
ボックスで、マウント元ドライプを選択 
し、[追加]をクリックする。 



4. [ドライブ文字またはパスの追加]ダイア 
ログボックスで、[参照]をクリックす 
る。 


































































































5. [ドライブパスの参照]ダイアログボック 
スで、空のフォルダを選択するか、また 
は[新しいフォルダ]をクリックして新規 
フォルダを作成後、それを選択し[〇 K ] を 
クリックする。 


6. [ドライブ文字またはパスの追加]ダイア 
ログボックスで、[〇 K ] をクリックする。 


以上でマウントは完了です。 


マウントの確認手順 

1. 前述の説明を参照し 、 Disk Management 画面を表示する。 

2. フォルダの下の階層に割り当てるドライプの NTFS ボリュームを右クリックして[ドライブ文字 
とパスの変更]をクリックする。 

3. [ドライプ文字とパスの変更]ダイアログボックスで、[ボリューム（ドライブ名：）¥フオルタ'名] 
が追加されていることを確認する。 


アンマウントの手順 

1. 前述の説明を参照し 、 Disk Management 画面を表示する。 

2. マウント元ドライブ(領域）を右クリックして[ドライブ文字とパスの変更]をクリックする。 

3. [ドライブ文字とパスの変更]ダイアログボックスで、[ボリューム（ドライブ名：）¥フォルタ'名] 
を選択し、[削除]をクリックする。 

4. 「確認」ダイアログボックスで[はい]をクリックする。 


淨 1 - Ini x| 

ファイル (0 
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以上でアンマウントは完了です。 


































マウントに関しての制限事項 

マウント先下のフォルダ(非ファイル）を削除しようとすると、以下のようなメッセージが表 
示される場合があります。 



回避策として下のいずれかの方法を取ってください。 

• Windows エクスプローラを用いてフォルダを削除する場合は、く Shift〉+ く Delete〉 キーを 
押してください。 

• コマンドプロンプトウィンドウを用いてフォルダを削除する場合は、 r「d/s/q」 コマン 
ドを使用することによリファイルまたはフオルタ'を削除します。 


RAID 構成の管理 

本体標準装備の Adaptec HostRAD 、またはオプションのディスクアレイコントローラを利 
用してディスクアレイを構築している場合は、 WebUI の[ディスク]メニューから [ASM 
(Adaptec HostRAD の場合)]または [Power Console Plus (オプションのディスクアレイコ 
ントローラの場合)]を選択して、表示された画面から各種設定や操作をします。 

ASM の詳細については、5章または EXPRESSBUILDER (SE) CD-R 〇 M にあるオンラインド 
キュメントを参照してください。 

Power Console Plus の詳細については、5章を参照してください。 

M -0 • RA 旧を構築している場合は、最新のディスクアレイコンフィグレーション情報を必ず 

バックアップしておいてください（出荷時の構成のままでご使用になる場合もバック 
アップを作成してください)。 

Adaptec HostRA 旧を使用して RA 旧を構築している場合は、 EXPRESSBUILDER 
( SB を使って RA 旧情報はセーブ/リストアすることができます。 

オプションのディスクアレイコント□ーラを使用している場合は、 Power Console 
Plus を使用します。5章を参照してください。 


オプションのディスクアレイコントローラを初めて取り付けた場合は、177ページを 
参照して管理ユーテイリテイの Power Console Plus をアクテイべ一卜してくださ 
い。 













メモリの管理 


メモリを増設した場合は、システムのページングファイル(仮想メモリ）のサイズをメモリ容 
量に応じて増やす必要があります。以下の手順で行います。 


1. WebUI に接続し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

2. 画面が表示されたら、 Administrator 権限 
を持つユーザーでログオンする。 




：7 W ル©編集©表示祕お気 ( ZACKA ) ツール ( P ヘルプ ( H > 


j 戻い」- y j , ノ_検索.お気に入りぜメディアぞ’ | ▼分 
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3 シ”トタウン 
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サリトをシャツトタウン UfeO 再起肋し 
feOl^to 
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LU □ヴを表示、消去、タウン□ードお奶 -干ィ:ヴシステムのパ 

橘成します。 ^ ックアップまたは愎元を行はす。 

Qp リモートデス卜9ブ ^ 通知電子メール 

^51 サ-バ'-のデス外ツプに接続しまも ^ サ-バ-の通知電子メ-ルの設定を行 

顿源を逞択して、楢成します。 



■ j モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに掊梡します。 


3. マイコンピュータを右クリックし、[プロ 
パティ]を開く。 



スタ ' id I ㈡ 在! 


EEl^zc 


4. [詳細設定]タブをクリックし、[パフォー 
マンス]の[設定]をクリックする。 


全般Iコンビュー女 s I ハードウ:!ア上新 IリモートI 

Administrator として□財ンしない垠合は、これらのほとんどの変更はできません。 


視覚効果、ブ[]セツサのスケジュール、メモリ使用、およ U 仮想少 E リ 


設定③ 
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5. [詳細設定]タブをクリックし、[パフォー 
マンスオプション]を開く。 


6. [仮想メモリ]の[変更]をクリックする。 


7. [選択したドライブのページングファイル 
サイズ]の[初期サイズ]を物理メモリ容量 
の 1.5 倍以上に、[最大サイズ]を同じく物 
理メモリ容量の3倍に変更し、[設定]をク 
リックする。 


[初期サイズ]、[最大サイズ]に設定できる 
値は「4095」までです。搭載メモリの 1.5 
倍、3倍の値が「4〇95」を超える場合は 
「4〇95」を設定します。 

8. [〇 K ] をクリックして、[仮想メモリ]、[パ 
フォーマンスオプション]、[システムの 
プロパティ]ウィンドウを閉じる。 

9. リモートデスクトップ画面をログオフ 
し、[メンテナンス]— [シャッ トダウン]— 

[再起動]の順にクリックして、本装置を 
再起動する。 

I n -〇 ページングファイルを OS 領域 （ C ドライブ)から他のドライブに変更しないでくださし、。 


視覚幼，細設定| j 
コンピュ^! Wind ^^ D ： 


^JxJ 


のデザインとパフォーマンスに使う設定を谢尺してくださ 

_デザインを優先 t る(旦） 

_パフォーマンスを優先す碑） 

. カスタム◎: 


E ウィンドウとポタンに視覚スタイルを使用する 
□ ウィンドウを最大化や最小化す5ときにアニトションで表示する 
□ コンボボックスをスライドして閉く 
□ スクリーンフォントの綠を;'肖らかにする 
ロタスクパーボケノ奄スライドする 
□ デス外ッブ©アイコン名に影を付ける 
□ ドラッヴ中にウィンドウの内容を表示する 
□ ヒントをフ1ー ドまたはスライドで•表示する 
□ フオルタでよく使用するタスクを使用する 
□ マウスポインタの下に影を表示する 


z\ 


キャンセル 


^JxJ 


視覚効果 \ 

「ブロセツサのスケジュール—— 

ブロセツサのリリースをどう割り当てるかを逞択します。 

次©パフォーマンスを優先す5: 

r ブ□り‘ラム (£> ^服抑_ラウフ F ザこ！?ズ駿 


メモリ使用量 

システムメモリをどう割り当てるかを逞択します。 


) 欠のパフオーマンスを優先すを 
C ブロクラム ( E ) f ? システムキャッシュ QD 


仮想メモリ 


ルは、 觀 0 ws が圓 のように使用す.ドディスク 

すべて©ドライブの総ページンク‘ファイルサイズ： 


|] 


キやンセル J 


ドライブ眯リュームラベル] ( n ) 


- Ux ] 

ページンクファイルのサイズ （ MB ) 


逞択したドライブのページンクファイルサイズ 
ドライブ： c ： 

空き領域： 6663 MB 

カスタムサイズ 

初期サイズ mm 1192 

最大サイズ ( MB )00： |384~ 

r システム管理サイズ 0 
r ベ'-ジンクファイルなし⑽ 


-① 


設定迄) 




t ベてのドライブの総ページン a ファイルサイズ- 
最小限： 2 MB 

推奨： 189 MB 

現在の割り当て： 192 MB 




キやンセル J 
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ユ_サ_管理 


本装置は、工場出荷時に [ WORKGR 〇 UP ] のワークグループ名でワークグループに接続するよう設定されて 
います。ワークグループとして接続する場合は本装置内にユーザー/グループの登録を行い、登録された 
ユーザー/グループでアクセス権の管理を行います。既存のドメインに参加する場合は、ドメインユーザー 
によりアクセス権の管理を行いますので、新たにユーザー登録を行う必要はありません。ただし、既に 
ネットワーク上で他のドメインコントローラによりドメインの管理を行っている必要があります。 


インターネットゲストアカウント （ IUSR _ WMS )、 IIS プロセス起動アカウント （ IWAM _ WMS )、 
Windows Media サービスゲストアカウント ( WMUS _ WMS )、 ASPNET の各ユーザーついては、ユー 
ザーの削除やパスワードの設定、プ□パティの変更は絶対に行わないでください。削除や変更を行うと 
WebUI が使用できなくなる場合があります。 


ワークグループでの ユーザー 管理 


本装置をワークグループで利用する場合には、本装置にユーザー登録を行います。クライア 
ントからのアクセスはこのユーザー名とパスワードにより認証されます。ユーザー登録の方 
法は以下の通りです。 


1. 「ユーザー」を選択する。 

2. 「□一カルユーザー」を選択する。 


3. [新規]をクリックする。 
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4. 必要な情報を入力して[〇 K ] をクリックす 
る 0 

p-Oi^ 

パスワードは必ず設定することをお勧 
めします。 



登録した一人以上のユーザーをグループ としてまとめることもできます。 グルー プにまとめ 
ることで グループ に対する アクセス権を与える ことができ、 アクセス権の管理を容易に する 
ことができます。 グループの作成方法は以下の通り です。 


1. 「ユーザー」を選択する。 

2. 「□一カルグループ」を選択する。 
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4. 必要な情報を入力する。 


5. 「メンバ」タブを選択し、そのグループに 
参加させたいユーザーを選んで「追加」す 
る。 

また、メンバの中がら除外したいユー 
ザーを選択して「削除」をすることもでき 
ます。（ただし、デフォルトで設定されて 
いたグループのメンバは削除しないでく 
ださい。） 


6. グループのメンバが決まったら、[〇 K ] を 
クリックする。 


ドメインでのユーザー管理 


本装置をドメインに参加させ、ドメインユーザーに対してアクセス権の管理を行う場合、本 
装置へのユーザー登録は不要です。ただし、すでにネットワーク上で他のドメインコント 
□ーラによりドメインの管理を行っている必要があります。 
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Windows Media サービス 

本装置上の Windows Media サーバを管理する方法を説明します。 

ここでは、 Windows Media サービスを運用する上での基本的な機能のみ説明しますが、本装置では、 
Windwos Media サービス9の全機能を使用できます (Windows Server 2003 Enterprise Edition と同等の 
機能)。 

ここに記載されていない機能や詳細については Windows Media サービス9のオンラインヘルプを参照し 
てください。オンラインヘルプは、 Windows Media サービス Web 管理画面の下部にあるヘルプアイコン 
をクリックすると表示されます。 



© ペー :? が表示部*した r r fi r ■ イントラネ'>卜 ^ 
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Windows Media サービス Web アドミニストレータ 


本装置では 、 Windwos Media サービスの 管理インタ フエース として 「Windows Media サー 
ビス Web ア ドミニストレー タ」を使用します。 「Windows Media サービス Web ア ドミニスト 
レー タ」の起動はクライアン ト マシンより、以下の手順で行います。 


1. WebUI に接続する。 

2. [ストリーミンク、]— [Windows Media 
サービス]を選択する。 


認証を要求するダイアログメッセージ 
が表示される場合があります。 

Administrator 権限を持つユーザーで 
□グインしてください。 


[77 イル®編集⑤表示⑽ fc 気 CA0 ⑧ツール®ヘルプ妙 
E9 スト u —ミンヴ 



_ ■ミンヴ — 

奶 Media サービス9 | 設定 悵報のパックアップ|コ ンテンツ管理, ーノ嘁計I スヶジュ、 

ストリーミング 

ストリ-ミン i). に聞する苷理を行います。 

Q Windows Media サー 以9 Q 設定 鴒親 ®バ妁ァ，ブ 

二？ Wind,：,, 

龕 对-卜します。 

I fl cl aiJStst 

置鼉乂丨|コンテンッを管 Windows Media 

awito I f 表〒はす。 

^^^^.rcomPro 


WM9S-Pkis 


二 d > 


m 

Windows M ■ 狐 A のブロ-ドキャスト 

スサジュ'■力 f mto 



ws Media サービスの視聘ログを統計 


Windows Media サー E ス9 

Windows Media サービス 9 を管理します。 


「Windows Media サービス Web アドミ 
ニストレータ」が起動し、画面を表示しま 
す。 

次節以降で説明する Windows Media 
サービスの設定は、この 「Windows 
Media サービス Web アドミニストレー 
夕」を使用して行ってください。 


77イル0編集©表示幼 temt：A0(A) ツール①ヘルブ妙 


) 戻 5 ，—」，0圊 — 


Y お、気に入り#メディア 


I » 


Jiy Windows 

_L MediaServices 9 Series 

g ) 接続はセキュリティでイ呆 H されています。 

每 r. J JT.fcl 

^ トラブルシ1ーティング 


> WMS ( サーバー） 

^ サ-ビスは聞始しています 


I ^ msme^SMwid^M 

〇全般 


® クラィァント 



現在の制限の設定： 

制限の割合： 

ビーク値（最後のカウンタリセット以降〉： 

接続された:Iニキゃストクライアント： 

無制限 
無制限 
◦ブレーヤー 
〇ブレーヤー 


ss^aii 



現在の制限の設定： 

制限の割合： 

ビ-ク値（最後の的：^リセ9卜以降)： 

現在割り当てられている帯域傾： 

無制限 

無制限 

0 Kbps 

0 Kbps 


tf 広告 



|このサ W 卜により配信された広告数： 

0インブレ9シヨン 

1 

〇 啊，四 

停止 許=1 拒5 リセ5卜 

ヘルブ 
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なお 、 Windows Media サービスの管理インタフェースとして、 WebUI のリモートデスク 
トップ機能上で 、 「Windows Media サービススナップイン ( MMC 版管理コンソール(非 Web 
版)）」を使用することもできます。 

以下の手順で Windows Media サービススナップインの起動が行えます。 


2 . 


WebUI に接続し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

新規ウィンドウで立ち上がるリモートデ 
スクトップ画面上で、 Administrator 権限 
を持つユーザーでログオンする。 


②一 

I 旁 



■ J モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに接続します。 


3. タスクバー より [スター ト]—[管理ツー 
ル] 一 [Windows Media サービス] を選択 
する。 

Windows Media サービススナップイン 
が起動します。 



H-O 初期セットアップ等でマシン名を変更した場合、リモートデスクトップ上で Windows 
Media サービススナップイン ( MMC 版管理コンソール(非 Web 版)）を起動すると、管理対 
象サーバから□一カルサーバが消える場合があります。その場合、以下の手順で管理対象に 
□一カルサーバを追加してください。 

1. Windows Media サービススナップインを起動する。 

2. 画面中央の「-► Add a server 」 の矢印部分をクリックする。 

3. サーバの追加ダイア□グボックスで、 「 localhost 」 と入力し、 [0 K ] をクリックする。 































サービスの 起動と停止 


サービスの 起動 

本装置上の Windows Media サービスを起動するには、以下の手順で行います。 

1. 前述の説明を参照し 、 「Windows Media 
サービス Web アドミニスト レー タ」を起 
動する。 

本装置上の Windows Media サービスが 
停止されている場合、右図のよラな画面 
が表示されます。 


2. [サービスの再開]をクリックする。 

しばらく待つと 、 Windows Media サー 
ビスが起動し、 「Windows Media サービ 
ス Web アドミニストレータ」が表示され 
ます。 


サービスの停止 

本装置上の Windows Media サービスを停止するには、以下の手順で行います。 

1. 前述の説明を参照し 、 「Windows Media サービス Web アドミニストレータ」を起動する。 

2. ぺージ下部にある[停止]アイコンをク 
リックする。 


しばらく待つと 、 Windows Media サー 
ビスが停止し、図のような画面が表示さ 
れます。 




猫ペー:?做〒^ m した | ’| f5"N イントラネ9卜 一ん 
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コンテンツ管理画面やスケジュール管理画面を参照すると、 Windows Media サービ 
スを停止している場合でも、システムが自動的にサービスを開始してしまいます。これ 
を防ぐには、 Windows Media サービス停止中には上記管理画面にアクセスしないよ 
うにしてください。 

ユーザのアクセスを遮断したい場合は、 Windows Media サービスを停止する以外に 
も、各公開ポイントへの接続を拒否する方法があります。 





公開ポイントの追加と削除 


公開ポイントの追加 

Windows Media サービスの公開ポイントを作成するには、以下の手順で行います。 
1. 前述の説明を参照し 、 「Windows Media サービス Web アドミニストレータ」を起動する。 


2. ページ左部にあるツリーより、「公開ポイ 
ント」を選択する。 



現在の制限の設定： 

制限の割合： 

ピ-り值 (最後のカウンタリセツト以降)： 
格続されたユニキヤストクライアント： 


現在の制限の設定： 


このサーバーにより配信された広告数： 


〇 53 3四嗲 

停止 許可 拒否 y セクト ベルブ 


卜 2003年10月1日19：46：42 


ffl ページが表示されました 


By 

I ] S " 卜 * T イントラネット1 


3. [追加]アイコンをクリックする。 


4. 公開ポイントの種類を「ブロードキャス 
卜」、「オンデマンド」から選択する。 

5. 公開ポイントの名前を入力する。 

6. コンテンツの場所を入力する。 

コンテンツの種類の例を参考にしてくだ 
さい。 

7. [ OK ] をクリックする。 

公開ポイントの一覧が表示されます。 


8. 指定した公開ポイントが追加されていることを確認する。 
以上で、公開ポイントが追力□されました。 
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なお、公開ポイントの状態が「停止」や「新しい接続を拒否」になっている場合、配信を開始す 
るにはさらに作業が必要です。次項の「ストリーミング配信の開始と停止」を参照してくださ 
い。 


I n-O アップロードを行うために ftp やネットワーク共有を使用する場合は、「共有」を参照し、 
共有を定義する必要もあります。 


公開ポイントの削除 

Windows Media サービスの公開ポイントを作成するには、以下の手順で行います。 


1. 前述の説明を参照し 、 「Windows Media サービス Web アドミニストレータ」を起動する。 


2. ページ左部にあるツリーより、「公開ボイ 
ント」を選択する。 



3. 表示された公開ポイントの一覧から、削 
除したい公開ポイントを選択する。 

4. [削除]アイコンをクリックする。 

5. 表示されるダイアログボックスで[〇 K ] を 
クリックする。 

公開ポイントの一覧が表示されます。 

6. 指定した公開ポイントが削除されたこと 
を確認する。 



n -〇 削除されるのは公開ポイントとその設定のみです。コンテンツファイルやディレクトリ、お 
よびログファイルなどの関連データは削除されません。 

アップ□ー ドのために、共有の設定を行っている場合は、「共有」を参照し、共有の定義を 
削除してください。 





















































トリーミング配信の開始と停止 


ブ□ー ドキャスト公開ポイントからの配信 

ブロードキャスト公開ポイントからのストリーミング配信を開始、または停止するには、以 
下の手順で行います。 


1. 前述の説明を参照し 、 「Windows Media 
サービス Web アドミニスト レー タ」を起 
動する。 

2. ページ左部にあるツリーの「公開ポイン 
卜」の中がら、開始したいブロードキャス 
卜公開ポイントを選択する。 


0齡 ▼ © ▼ Mj |，增索☆お、気に入りメ r メディア|マ 


IMF 


承ノ Windows 

_L MediaServices 9 Series 

g ) 接搞はセキュリティで保護されていま寸。 

海 IVJ .'. fc # 


嫌』 


Jg WMS (サーバ-) 

^サ - e ス圆始して t 射 
〇全 K 


現在の制限の設定： 

制限の割合： 

ビーり m (最後のカウンタリセツト以降)： 
接続されたユニキやストクライアント： 


現在の制限の設定： 


このサーバーにより配信された広告数： 


〇 53 3四嗲 

停止 許可 拒否 リセ，ト ベルブ 


b -： 2003年10月1日19:46:42 


「 「 g 卜」イントラネット 


3. 開始する場合、ページ下部にある[開始] 
アイコンをクリックする。また、ユニ 
キャスト接続を許可するには、[許可]ア 
イコンをクリックする。 

停止する場合、ユニキャスト接続を拒否 
する場合にはそれぞれ[開始] • [拒否]アイ 
コンをクリックしてください。 


( E ) 編集 (£> 表示秘お気に入り⑻ツール①ヘルブ ㈣ 
〇戻る ， J 囱，，レ検索 お気に入りザメディア0 | :多4 S 


/AyWindows 

_L Media Services 9 Serie 

gl 接続はセキュリティで•保謅されてぃます。 

% wmT 


ン Sample Broadcast (ブ 

JJ 公聞ボィントは伴止しています 


(ブロードキャスト） 




現在再生中： 

最後©的ンタのリセ外： 
システムの CPU ： 


2003年10月1日19:30:47 


現在の制限の設定： 

制限の割合： 

ビーク値（最後のカウンタリセット以鼢 
接続された：！ニキゃストクライアント： 


現在の制限の設定： 

制限の割合： 

ピ-ク値嘬後のが7ン$リセ9卜以降〉： 
現在割り当てられている帯域幅： 


この公聞ポイントにより配信?れた広告数： 


Td 0 !!313 0 

拒否 すべてを切リセ 


か 20 D 3 年 1 Q 月1日19:50:03 
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ユニキヤスト公開ポイントからの配信 


ユニキヤスト公開ポイントからのストリーミンク'配信を開始、または停止するには、以下の 
手順で行います。 


1. 前述の説明を参照し 、 「Windows Media サービス Web アドミニストレータ」を起動する。 


2. ページ左部にあるツリーの「公開ポイン 
卜」の中から、開始したいユニキヤスト公 
開ポイントを選択する。 



3. 開始する場合は、ページ下部にある[許 
可]アイコンをクリックする。停止する場 
合は、[拒否]アイコンをクリックする。 






















































各種プロバテイの変更 


サーバ全体や各公開ポイントのプ□パティを変更するには、以下の手順で行います。 

1. 前述の説明を参照し 、 「Windows Media サービス Web アドミニストレータ」を起動する。 


2. ページ左部にあるツリーから、サーバ名 
か各公開ポイント名を選択する。 

3. [プロパティ]を選択する。 


① 


4. 「区分」リストから、表示•変更したいプ 
ラグインまたはプロパティの区分を選択 
する。 

5. 表示された「プラグイン」一覧から、該当 
するプラグイン名を選択し、運用に合わ 
せて設定をする。 
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出荷時の設定状態 


本装置の出荷状態では、以下の項目が Windows Server 2003付属の Windows Media サー 
ビスのデフオルトとは異なる設定になっています。注意してください。 


規定の公開ポイントのコンテンツソース 

下記場所が規定の公開ポイントとなります。 FTP の規定の位置も同じ場所に設定されていま 
す。 

「 D :¥ WMPub ¥ WMRoot 」 


Sample _ B 「 oadcast のコンテンツソース 

下記コンテンツが Sample _ B 「 oadcast のソースとなっています。 

fD :¥ wmpub ¥ WMRoot ¥ sample ¥ NEC ¥ ISS _ HowtoLive _300 K.wmvJ 


サーバ全体のプロパティ 

• [制御プロ トコル ] WMS HTTP Server Control Protocol :有効 

I p-O HTTP (ポート 80) をストリーミング再生用の Web サーバとして使用する場合は、上記 
Emm 設定を無効にする必要があります。 

• [ログ記録 ] WMS Client Logging :有効 

I n -〇 本設定は、視聴ログ管理機能で使用します。本プラグインを無効、または不用意に変更 
ema すると、視聴□グ管理機能が使用できなくなります。 

各公開ポイントのプ□パティ 

• [全般]ファストキャッシュの有効化：無効 


128 








設定情報のバックアッ 



本装置上の Windows Media 設定情報のバックアップとリストアの方法について、以下に説 
明します。公開ポイント情報や各プ□パティ情報など 、 Windows Media サービス9におけ 
る設定情報のパックアツプが行えます。 


バックアップ 

Windows Media 設定情報をバックアップするには、以下の手順で行います。 


WebUI に接続し、[ストリーミンク']— 
[設定情報のバックアップ]を選択する。 

[Windows Media サービス9設定情報 
のエクスポート]ウィンドウが表示されま 
す0 


ファイル (£) 編案 (E) 表示屻お気に入り⑻ツール CD ヘルプ 

1 )\ 

E9 ストリ-ミンラ 曹^^ ! 

:サ設定情報のバックアップコン亍ンク管理ロヴ統計スケジュール管理 

ストリー ミン グ 
ストリ-ミン咒聞す5管理を行います。 

H Windows Media サー!!^ 9 Q 

** Windows Media サ-以9を苷理しま寸。 M 




■I 


設定鴒羈のパ9クア9ブ 

Windows Media サービス9設: 
狀-卜します。 


[②- 


コンテンツ音理 H 口仰 j 

サセ齡ッ链 考，トー刪 

スヶジュ-ル音理 § I 

..ヘキゃスト M ■ 

Z7L . 

[ 1 嗓ィ > 5 ' •ネット 


設定格報のパ9ウア9ブ 

Windows Media サービス9設定 1 瞎報をェク 
スボ-卜します。 


2 . [実行]をクリックする。 

3 . [ファイルのダウン□ー ド]ダイアログ 
ボックスで、[保存]をクリックする 

4 . [名前を付けて保存]ダイアログボックス 
で、保存先を選択し、[保存]をクリック 
する。 

ダウンロードが開始されます。 

5 . ダウンロード終了後 、 [Windows Media 
サービス9設定情報のェクスポート]の 
ウィンドウを閉じる。 


ファイル©編集® 表示祕お気(こ入り⑻ツール①ヘルブ ( U ) 


-!□! x| 

」势」 


Windows MeHh 枓ード又 
ェりスポ-卜の際 

C^y 


‘ dia サービスを一時停止します。ご注意ください。 


閉じ5 I 


にンを押した後、しはらくお待ちください。 


® ページが表示されました 


_ | | イントラネット 


d 
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リストア(復元) 


この手順を行っても 、 「Windows 
Media Services 」 は開始されてしま 
う可能性があります。詳細は、前述の 
「サービスの起動と停止」を参照してく 
ださい。 


Provides streaming media services over 
IP-based networks. If this service is 
stopped^ streaming media services might 

.service is disabled, 

licitly depend on it 


be unavailable. If this ser 



バックアップしておいた Windows Media 設定情報をリストアするには、以下の手順で行い 

On 9 〇 


WebUI に接続し、[メンテナンス]- 
モートデスクトップ]を選択する。 


-[リ 


方イル©編集©表示祕お気(こ入 0(A) ツール CD ヘルプ砂 

-inlxi 

J 戻いノ • d 』 ；■/ 検索...お気に入りぜメディア <?" • V ' 



[リモートデスクトップ]ウィンドウが起 
動され、ログオン画面が表示されます。 

2. Administrate) 「権限を持つユーザーでログ 
オンする。 


史って、必要な構成やメンテナンスサイスを実行で餑す。 



^ サ B : a 日付瀬■す。 


a シウン 

\J*) 今すぐ、またはスゲフュ-ルした B 寺間に、 
サづ卜をシ V ツトダウンした0再起劫し 


It ログを表示、紙タウンロ-ド fc ょ t 

梅成します。 

^>1リモ'■トデスクト9ブ 

サ-バ-のデス外，ブに格続しまも 


②- 


グ J - で使用相 

^=/ l 二 


^4 パ，クア，ブ 

BI サーパー^ペレーテイ w システム 
一 妁アッブまたは版射和ます。 

サ'■パーの31知電子メールの設定句 
います。 

>言語を変更します。_ 


i 源を逞択して、橘成しま寸。 




■J モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに接続します。 


3. デスクトップの[サービス]ショートカッ 
卜から、[サービス]を起動する。 


::ノ 彝 1 



4. [サービス]がら [Windows Media 
Services] を停止する。 


pb ストト| | 0 A 1 

ES ^ 20:45 | 



ファイル (0 携作⑻ 表示〇〇ベルブ ( H ) 


— ¥ 面 i Gi * 0 曝 | 卺 * ■ 


1% サス(□，） 





fi ^1 f ^ l = 

ilr: 11 Isr:: 1= 


1量 
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5. Windows Media 設定情報のバックアップファイル （ ServerNamespace . xml ) を、 
96windir%¥system32¥windows media¥server 配下に上書きコピーする0 

6 . ファイル (ServerNamespace.xml) のアクセス権に [NETWORK SERVIC0 ユーザーアカウントへ 
の[変更]、[読み取りと実行]、[読み取り]、[書き込み]の権限が与えられていることを確認する。 

7. [サービス]から [Windows Media Services] を開始する。 

8 . [スタート]-[ログオフ]を選択する。 

ログオフ処理が行われ、リモートデスクトップウィンドウが終了します。 



|作業終了時には必ず□グオフしてください。ウィンドウ右上ので終了させないでください。 
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コンテンツ管理 

本装置上の Windows Media コンテンツを管理する方法を説明します。本装置では、 WebUI やリモートデ 
スクトップ機能を使用して、コンテンツのアップ□ー ドやファイル•ディレクトリへの操作が行えます。 
詳しくは次節以降を参照してください。 


コンテンツのアツプロード 


本装置へのコンテンツのアップ□ー ドは以下で説明する3つの方法で行えます。 


WM 9 S - PIUS を使用したアップ□—ド 


1. WebUI の管理画面に接続し、[ストリー 
ミンク']—[コンテンツ管理]を選択する。 

2 . テープル内にリスト表示される公開ボイ 
ントから、アップロードしたい公開ボイ 
ントを選択する。 

3. エクスプローラを使ラ要領で、アップ 
口ードしたいフォルダまで移動する。 



新規にフォルダを作成する場合は、作 
成したい場所まで移動し、 「 Create 」 を 
クリックしてください。表示されるダ 
イア□グメッセージ上で、フォルダ名 
を入力し、 [ OK ] をクリックしてくださ 
い。 



Windows Media コンテンツ管理 


※公聞术イントを S 択してくださ〇。 

「公 圃术ィント名■ -__ r ディスクサイズ r 空き容量1 

*5/ I M file：//D：¥WMPub¥WMRoot I 60.11 GBI 60.08 Gel 

| Sample .Broadcast | D file：//D：¥wmpub¥WMRoot^sample¥ legacy.samplejlaylist.wsx | 60 •” G B | 6 0.08 Gb| 


Zi 

阖 厂厂厂イントラネ外 ^ 



4. [Upload] アイコンをクリックする。 

別ウィンドウでアップ□ー ド実行画面が 
表示されます。 
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5. 


6 . 


[参照]をクリックして、アップロ- 
たいファイルを選択する。 


ドし 


アップ□ー ド先とファイルが正しいこと 
を確認して、[実行]をクリックする。 

アップ□ー ド処理が始まります（アップ 
ロードに要する時間は、ファイルサイズ 
やネットワークの状態によって異なりま 

す）〇 


アツ:? ロード先の指定 


F ~ 


(空き容量: 60.08 QB) 


ファイルの指定上番許可 r 

CD 

「 

# 照 ... \\jj 

実行キ V ンセル 1 


ページが表示されました~ 

厂卜 J イントラネット~ 


アップロード画面は、アップ□ード完了まで開いたままにしてください。処理中にウィンドウ 
を閉じると、アップ□ードが中断され、システムが不安定になる可能性があります。 


7. アップロードが終了したら、アップロード結果画面を閉じる。 

8. 「コンテンツ管理」画面より、指定したディレクトリにファイルがアップロードされていることを 
確認する。 


各ページの詳細説明はオンラインヘルプを参照してください。オンラインヘルプは画面右上の 
「#」アイコンをクリックすると表示されます。 


TP を使用したアップ□ー ド 


FTP で本装置上のファイルへアクセスするには、 FTP クライアントソフトウェアを使用しま 
す。 FTP でのファイルアクセスの方法は、各ソフトウェアの使用方法に従ってください。 
例えば、 Windows クライアントで FTP コマンドを実行するには、コマンドプロンプトを開 
き 、 「ftp く本装置の URL >」 と入力することで ftp アクセスが可能です。 


なお、工場出荷時には、既定公開ポイントのルートディレクトリのみ FTP 共有しており、書 
き込み可能 • 匿名ユーザーのアクセス不可の状態にしてあります。 

公開ポイント作成時には、新たに共有を定義してください(共有についてはこの後の説明を 
参照してください）。 

ネットワーク共有 ( Windows 共有)によるアップ□ー ド 

Windows 95/98/ Me / N 丁/2000マシンをクライアントとして、本装置上の Windows 共有 
フォルタ'へアクセスするには、クライアント PC の Windows のデスクトップにある「ネット 
ワークコンピュータ」または「マイネットワーク」アイコンを開き、本装置が属するドメイン 
またはワークグループ内にある本装置に付けたコンピュータ名のアイコンを開くことで、本 
装置が Windows 共有しているフォルタ'にアクセスできます。 

なお、工場出荷時には、ネットワーク共有は定義していません。この方法によるアップ□一 
ドを行ラには共有を定義する必要があります(共有についてはこの後の説明を参照してくだ 
さい）〇 
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コンテンツの視聴テス 


以下の手順で、アップ□—ドしたコンテンツの視聴テストを行うことができます。 


1.WebUI に接続し、[ストリーミング]—[コンテンツ管理]を選択する。 


2 . テーブル内に表示される公開ポイントー 
覧から、視聴したいコンテンツのある公 
開ポイントを選択する。 

3. エクスプローラを使う要領で、視聴した 
いコンテンツのあるフォルダまで移動す 
る 0 





77イル (£> 編集⑥表示⑽ to 気に入り⑻ツール<3?ベルブ (ii> 

J 戻5， . | , 検索 ぉ哉人りぜメディァ <T 叫 

Windows Media サービス 9 | 設定情報のバックアップ | コンテンツ音理1 UtS ^ ノ 



Windows Media コンテンツ管理 


5K 公問术イント奄逗択してくださ C、。 

「公 圃术ィント名 I __ r ディスクサイズ r 空き容量1 

■IZ « file：//D：¥WMPub¥WMRoot [ 60.11 GB| 60.08 GB 

| 私 Sample-Broadcast | □ file:"D:¥wmpub¥WMRoot¥sample¥legacy_sample_playlist.wsx| 60.1 1 GB | 60.0 8 GB | 



d 

'nr y イントラネット 


4. 視聴したいコンテンツを選択し、右ク 
リックする。 

5. ポップアップメニューより、「視聴テス 
卜」を選択する。 

Windows Media Player が起動され、コ 
ンテンツの再生が始まります。 
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7W ル©編集©表示铋 お気(こ入り (S) ツール® へルブ (U) 


Jfllxl 

I」 


3. 情報をエクスポートしたいフォルダまで 
移動した状態で、 [Export] をクリックす 

公〇 

[コンテンツ情報のェクスポート]ウイン 
ドウが表示されます。 


6 . 

7. 


コンテンツ廣報のエクスポー 



エンドユーザー向け視聴ページの作成支援として、本装置上にあるコンテンツ情報をエクス 
ポートする機能を提供しています。 


以下の手順で、指定したディレクトリ配下のコンテンツ情報一覧をエクスポートできます。 
1.WebUI の管理画面に接続し、[ストリーミンク 1— [コンテンツ管理]を選択する。 


認証を要求するダイア□グポックスが表示される場合があります。 Administrator 権限を持つ 
ユーザーで □グインしてください。 


2 . テープル内にリスト表示される公開ボイ 
ントから、コンテンツ情報をエクスポー 
卜したい公開ポイントを選択する。 


方イル (£) 編集©表示劬 


お気に入り⑻ 


ツール (P ヘルブ妙 


^ JnJx ] 
1 » 



Windows Media コンテンツ管理 


※公围术イントを透択してください。 


/«ヽ’公圈术イント名 [ 

( J )U7 pflfi te , 

| Sample .Broadcast | Dfile：. 


ディスクサイズ」空き容量 I 


i://D:¥WM Pub¥WMRoot 1 60.11 GB | 60.08 GB 

: //D ： ¥wmpub¥WMRoot¥sample¥legacy_samplejlaylist.wsx|_ 1 GB I 6008 GB | 


「「「设イントラネ，卜 



厂厂 

1 IS イントラネ9卜 众 








以下の3ンテン，情報をエクスポートします- 


|/sample/ 

□ サブフォルダ情報も取得する 

実行 I 


•味 I 


指定したフォルタ'配下のサブフォルタ''を 
含む場合は、[サブフォルダ情報も取得す 
る]のチェックボックスにチェックして、 
[実行]をクリックする。 

「ファイルのダウン□ー ド」ダイアログ' 
ボックスで、[保存]をクリックする。 


「名前を付けて保存」ダイアログボックスで、保存先を選択し、[保存]をクリックする。 
ダウン□ー ド終了後、[コンテンツ情報のェクスポート]のウィンドウを閉じる。 


ダウン□ード中はウインドウを開いた状態で待ってください。処理中にウインドウを閉じると、 
ダウン□ードが正しくできない場合があります。 




5 5000000000000000 
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視聴□グ管理 

本装置では、 St 「 eamP 「 o / WM 9 S - Plus □グ収集サービスと連携して 、 Windows Media サービス9へのア 
クセス状況をグラフィカルに表示可能であり、ユーザーの視聴アクセス傾向を視覚的に確認することがで 
きます。 


統計表示 


WebUI を起動し、[ストリーミング管理]-[□グ統計]を選択してください。 



ログ統計画面 

下記のよラな月•週 ■ 日単位での各種アクセス状況が確認できます。 

• 日別アクセス数 
• 曜日別アクセス数 
• 時間帯別アクセス数 
• アクセス数上位ランキング 
• プ□トコル別アクセス数 
• 〇 S / プレイヤー別アクセス数 
• CPU 使用率 
• ピークアクセス数 
• ピーク使用帯域情報 

各ページの詳細はオンラインヘルプを参照してください。オンラインヘルプは、ページの右 
上の「#」アイコンをクリックすると表示されます。 

n -〇 統計グラフは、□グ収集サービスによって一定時間毎に収集された情報を使用して表示して 
います。リアルタイム情報ではないため、情報の反映に時間がかかる場合がありますので、 
ご了承ください。 
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□グ収集のタイミングは「□グ収集サービス設定」プログラムで設定を変更することが可能で 
す。ログ収集サービスの設定変更方法に関しては次節を参照してください。 






























ログ収集 サービス 


St 「 eamP 「 o / WM 9 S - Plus □グ収集サービスは、本装置上のサービスプ□グラムとして常駐 
し、以下の機能を提供します。 

• Windows Media サービス9の視聴□グを収集し、各種統計□グを出力 

• Windows Media サービス9の各種ピーク性能の測定し、□グを出力 

□グ収集サービスは、通常、デフォルト状態で運用可能ですが、設定を変更する場合、以下 
の手順で行ってください。 

1. WebUI を起動し、[メンテナンス]—[リモートデスクトップ]をクリックする。 

[Windows へログオン]ダイアログボックスが表示されます。 

2. ログオンする。 

3. [スタート]—[プログラム]- itStreamPro WM 9 S - Plus ] より、 [Log Service Config ] を起動し、 
運用にあった設定をする。 

サービスに関する詳細は、ログ収集サービスのオンラインヘルプを参照してください。 


ほエック] 


ログ収集サービスが機能するためには、 Windows Media 9サービスのプラグインが正 
しく設定されている必要があります。具体的には、 Windows Media サービス9にお 
いて、サーバ全体のプロパティで「ログ記録」区分の 「WMS Client Logging 」 プラグイン 
を有効にしておく必要があります。出荷時には、上記は正しく設定されていますので、 
視聴ログ管理機能を利用する場合には、変更しないよラご注意ください。 

ログ収集サービスでは、ログの収集機能の他に、次ページで紹介する「スケジュール管 
理」でのスケジュール投入機能も搭載されています。サービスを停止しますと、ログの 
収集、ならびにスケジュール投入の各機能が無効となりますので、サービスは起動した 
状態で運用してください。 
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! ストリーミンヴ I ® 


Windows Media サービス 9 |設定情報のバ ックアップ|コンテ ンツ管理 I ログ統計 I スケジュ， 

公開ポイントー覧 




Q 〇信親済みサ仆 


1ページが表示されました 



スケジュール管理 


本装置では 、 Windows Media サービス9上のブロードキャスト公開ポイントにおいて、指定時刻にコン 
テンツソースを切り替えて開始 • 終了するスケジュール管理機能を搭載しています。 

スケジュール管理機能を使用することで、指定時間にブロー ドキャスト公開ポイントを開始 • 終了するこ 
とができます。 


以下の手順で、ブロー ドキャスト公開ポイントの配信スケジュールを設定することができま 
す。 

1. WebUI に接続し、[ストリーミング]—[スケジュール管理]を選択する。 


2 . スケジュールを設定するブロードキャス 
卜公開ポイントを選択する。 


スケジュールは、ブロードキャスト公 
開ポイントにのみ設定できます。オン 
デマンド公開ポイントには設定を行う 
ことができません。 


選択した公開ポイントのスケジュールー 
覧が表示されます。 

この画面でスケジュールの追加 • 編集 • 
削除ができます。新規スケジュールを追 
加する場合は「新規」ボタンを、既存のス 
ケジュール情報を編集する場合には「編 
集」ボタンを、削除を行ラ場合は、「削除」 
ボタンを押してください。 



Media サービス9 |設定 情報のパックァップ|コンテン ツ音理 | ロゲ統計 |スケジュー J レ音理I 

WMS スケジュールー覧 


r 2004/05/24 18：00：00 

r 2004/05/26 11:00:00 

2004/05/2418：59：30 D：¥WMPub¥WMRoot¥StreamPro.wsx 

2004/05/26 12:00:00 _ ⑽ wmpub¥WMRoot 

S り返し 1 

毎日 

水 


r 2004/05/31 00:00:00 

r 2004/07/01 15:00:00 

2004/05/31 10:00:00 ^http：//encoder：9099/ 

2004/07/01 17:00:00 ^ D：¥wmpub¥WMRoot¥NEC 
土 

onn, /m/n-, ,-..co.nn 1 n.a.*.« oljb¥W M Root¥WSX«C - AdWSX 

月 

木 

火•木 

2004/06/17 




mm I 印脚 | 


名べ'-ジが表示されました 


區賴潘みサ仆 


■TrglffTOI 


スケジュール管理画面 


可否可可可可可否可 
許拒許許許許許拒許 

I止止始止 I I姶始 

I 停停聞停—ーー閉閉 


I 二111 

I 111-111 11 

WMWMWMHicoderWMiWMWM 
ub¥ub¥ub¥MUncoub¥ub¥ub¥b¥\A 
i I I ltp : //eE 叫 

D:¥D:¥D:¥D:¥htD:¥D:¥D:¥D:¥ 
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3. スケジュールの詳細設定をする。 

手順2で「新規」もしくは「編集」ボタンを押 
すとスケジュール詳細画面が表示されま 
す。この画面でスケジュール設定を行う 
ことができます。 



• マルチキャスト配信を行う場合は、スケジュール投入時に「マルチキャスト配信を有効にす 
る」のチェックを付けて、マルチキャスト情報ファイル保存先を設定してください。あらか 
じめ用意しておいたマルチキャスト情報ファイルを使用する場合は、 r ストリーム形式」に 
ファイルを j 旨定し、ユーザアクセス用のマルチキャスト情報ファイル保存先を設定してくだ 
さい0 

• ストリーム形式が未指定の場合は、公開ポイントのコンテンツソースを解析してマルチキャ 
スト情報ファイル (. nsc ) を自動生成しますが、コンテンツソースの指定方法によっては、 
情報を解析できないことがあります。また、ストリーム形式が指定された場合は、指定され 
たファイルを利用して、マルチキャスト情報ファイルを生成します。 

• 配信スケジュールを投入する場合、公開ポイントが一時停止されます。連続したスケジュー 
ルを投入した場合、ユニキャスト配信時にはクライアントが切断されます。マルチキャスト 
配信時は、あらかじめ連続するすべてのマルチキャスト情報ファイルを作成しておき、その 
ファイルをストリーム形式として指定しておいた場合のみ、クライアントを再接続すること 
なく視聴することができます。 

• 複数ファイルを連続的に配信したい場合には、サーバサイドプレイリスト (. wsx ) を作成 
し、コンテンツソースに指定してください。 


各ページの詳細はオンラインヘルプを参照してください。オンラインヘルプは、ページの右 
上の「#」アイコンをクリックすると表示されます。 
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共有 

本装置からクライアントへ公開する「共有」を設定します。 

工場出荷時には 、 「Default FTP Site 」 として Windows Media の既定公開ポイント （ ch ¥ wmpub ¥ WMRoot ) 
のみ FTP 共有しており、書き込み可能 • 匿名ユーザーのアクセス不可の状態にしてあります。 

Windows 共有を用いる場合や、公開ポイントを新規に作成した場合には、新たに共有を定義してくださ 
い。なお、 St 「 eamP 「 o / WM 9 S - Plus ( WebUI の[ストリーミンク']-[コンテンツ管理])を使用して、アップ 
ロードを行ラ場合は、共有を定義する必要はありません。 

I n -〇 共有機能は、ストリーミングコンテンツのアップ□ード目的にのみ使用してください。その 
emm 他の用途に共有機能を使用しないでください。 


ftp 共有 


FTP 共有を定義するには、以下の手順で行います。ここでは 、 Defalt FTP Site に仮想ディ 
レクトリとして追力□する方法を説明します。 


2 . 


WebUI に接続し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

新規ウィンドウでリモートデスクトップ 
画面が起動します。 

Administrator 権限を持つ ユーザー で ログ 
オンする。 


②一 

I 安 



■J モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに接続します。 


3. デスクトップにある[インターネットイ 
ンフオメーシヨンサービス ( IIS ) マネー 
ジヤ]をダブルクリックする。 
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4. 左側のツリーより、 [FTP サイト]— 
[Default FTP Site ] を選択し、右クリッ 
クする。 

5. [新規作成]一[仮想ディレクトリ]を選択 
する。 



6. 「仮想ディレクトリの作成ウィザード」が起動するので、[次へ]をクリックする。 

7. エイリアスを入力し、[次へ]をクリックする。 

8. パスを入力し、[次へ]をクリックする。 

9. アクセス許可の設定を行い、[次へ]をクリックする。 

10. [完了]をクリックし、ウィザードを終了する。 

以上で、 FTP 共有の設定が行えました。 

I n -0 FTP での共有では、アクセス□グを採取することができます。デフオルトでは rc : 
¥ WINDOWS ¥ System 32¥ LogFiles¥MSFTPSVCl 」配下に作成されます 0 

共有を設定する際は、設定した共有に対するアクセス権も設定する事をお勧めします。 


Windows 共有 



シ 

ス 

テ 

ム 

の 

運 

用 

と 

管 

理 


Windows 共有を定義するには、以下の手順で行います。 


1. WebUI に接続し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

新規ウィンドウでリモートデスクトップ 
画面が起動します。 

2. Administrator 権限を持つ ユーザー で ログ 
オンする。 


3. デスクトップ にある [マイコン ピュ ータ] 
等より エクスプローラを 起動し、必要な 
フォルダを共有する。 

②一 

[S 




■J モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに接続します。 


共有を設定する際は、共有したフオルタ'に対するアクセス権も設定することをお勧めしま 
す0 
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パックアップ 


本装置においてバックアップを行う場合は、以下の手順で行ってください。ただし、本装置ではコンテン 
ツの マスター は別の記憶装置に保存しておくことを推奨します。また 、 Windows Media サービス 9の設 
定情報に関しては、129ページに示す手順により、バックアップを行うことができます。 



バックアップ手順 


1. WebUI を起動し、[メンテナンス]— 
[バックアップ]をクリックする。 

[ Windows へログオン]ダイアログボック 
スが表示されます。 

2. ログオンする。 


ファイル©編集©表示秘お気に入りが)ツ'■ル①ヘルプ砂 

-ini x| 

」戻い 1 1 , . «* 索.お気に入り W メディア0 1 ’ v —. 



别IシャットダウンI ロヴIバックアップIリ: 



>て、必要な播成やメ:厅ナンスサー if スを実行で#ます。 


』う b 付/時刻 a シウン 

サイトの日付と時刻を設定します。 ♦•) 今すく"、またはスケジュ-ルした a 寺間に、 

サーバ'-をシャツトタウンした *3 再起肋し 
扨はす。 

0 niJ バ，ウア，ブ 

□ヴを表示、消去、タウンロ'•ドおよび B サ'■パーのオペレ^ 1 ィンクシステムのバ 

梅成しま，。 叻ァッブまたは版を行います。 

リモートデス外，ブ ^通知1メ-ル 

H サ-バ-①デスウトツブに接続します。趣サ通知電子メールの設定を行 

• HI i 


[② ■ 



I ® 


バ，りア，ブ 

サーバー①オペレーテインヴシステムのパ 
ッウアップまたは值元を行います。 


3. バックアップまたは復元ウィザードが表 
示されるので、[次へ]をクリックする。 

[詳細モードに切り替えて実行する]を選 
択すると、詳細なバックアップ設定を 
行うことができます。 


4. [ファイルと設定のバックアップを作成す 
る]を選択して、画面の指示に従ってバッ 
クアップを行う。 

ツールの使用方法については、「ヘルプ」 
メニューよりヘルプを参照してくださ 
い0 



パ妁ア9ブまた tt 復元 

ファイルと設定の/わクアッブを作成したり、ファイルと設定を以前のノ クアッブから m 元したりすることがで 
きます。 


圓 




ファイ:;••••■りアップを ft 成ザレ:•が 


く戻る (© 」次へ ( N ) > ] キゃンセル I 
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バックアップに関する注意事項 

• [メンテナンス]-[バックアップ]にて本装置にログオンすると、通常、バックアップ 
ウィザードを開きます。ただし、ブラウザの環境により、[現在のブラウザゾーンにある 
このプ□グラムにアクセスできません。 ] とメッセージが表示され、リモートデスクトッ 
プ接続しただけの状態となることがあります。この場合は、[スタート]—[すべてのプロ 
グラム]—[アクセサリ]—[システムツール]—[バックアップ]を起動してください。 

インターネットエクスプローラでは設定で WebUI を「イントラネット」や「信頼済みサイ 
卜」に追加すると、この現象が改善されることがあります。詳細は73ページの 「 WebUI の 
使用時の注意事項」を参照してください。 

また、 WebUI を使用する際に、ブラウザの URL 入力欄（[アドレス]または[場所]など)に 
IP アドレスを指定して使用されている場合は、一度、 WebUI を終了します。ブラウザを 
再起動後、 URL 入力欄に以下のように本装置のコンピュータ名を指定し、 WebUI を使用 
できる状態になった後、改めて同様の処理を行うと、正しくご利用できるようになるこ 
とがあります。 

「 http ゾ/コンピュータ名:8099/」または 「 https :// コンピュータ名:8098/」 

• リモートデスクトップ領域に入っての設定画面を同時に開いたままの状態にはできませ 
ん。同時に開くと、以下のメッセージが表示される場合があります。この場合は、開い 
ているリモートデスクトップ画面を終了してください。その後、同様なメッセージが表 
示される場合は、一度ブラウザを終了した後しばらく経ってから、本装置を再起動して 
ください。 

— The terminal server has exceeded the maximum number of allowed connec ¬ 
tions . (ターミナルサーバーは許可された最大接続数を超過し ました） 

-システムにログオンできません (1 B 8 E )。 再実行するか、システム管理者に問い合わ 
せてください。 

—サーバーへの接続エラー： <サーバ名>。この機能を使用するには、サーバーのリ 
モートデスクトップを有効にしてください。 


4システムの運用と管理 
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リストア(復元) 


n-O テープ内のデータを復元先に上書きする必要がある場合、リストアを実行する前に[バック 

アップ]ウインドウの[ツール]メニューの[オプション]をクリックし、[復元オプション]夕 
ブより、[常にディスク上のファイルを置き換える]を選択し、 [ OK ] をクリックしてくださ 
し、0 


2 . 


3. 


前節の手順で、バックアップまたは復元ウィザードを表示させる。 
[次へ]をクリックする。 


パ9クア9ブまた tt 復元;ウィザード 




「ファイルと設定を復元する」を選択す 

它) 〇 

復元に関するウイザードが表示されま 
す。 



4. 画面に従い復元を実行する。 


圓 


觀驟觀離:夏元す 5 ドライブ、フオ 


一 参照— 


□ S ファイル 

パックア9ブ識別ラベル 1メディアの埸所 


トリが見つかりません。 

i \ 1 

21 


<戻 5( b ) n '及へ股 > ] キやンセル j 
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鼋源管理 

UPS を接続することにより、スケジュールによる電源〇 N / OFF 機能、電源障害時のシャットタ'ウンなど、 
無人での本装置の安全な運用を実現します。本装置では、以下のソフトウェアをオプションとして導入す 
ることにより、 UPS と連携した電源管理を行うことが可能です。詳細は、ソフトウェアのオンラインヘル 
プを参照してください。 

• SNMP カー ドを実装した UPS をネットワークで接続した環境で利用する場合 

— ESMPRO/AutomaticRunningController \^「3.2(以下巳31\/^1^〇/み0と略します） 

— ESMPRO/AC Enterprise Ver 3.1 

• UPS をシリアルケーブル ( UPS インタフェースキット）で接続した環境で利用する場合 

ESMPRO/UPSManager Ver 2.2 (PowerChute Business Edition セツト） 

n -〇 オプションソフトウェアに関するインストール • 設定等は、各ソフトウェア製品に添付の説明書を参照して 
ください。 

本装置では、ソフトウェアのインストール • 設定等はリモートデスクトップ機能を使用して行ってくださ I 

い0 

4 
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□グ管理 


本装置の運用中、アプリケーション、サービス、または〇 S によって生成されたメッセージやイベントログ 
を出力することがあります。 

WebUI の[メンテナンス]-[ログ]を使用すると、システムによって生成される以下の□グを表示、消去、 
夕'ウン□ー ドすることが可能です。 

• アプリケーションログ 


• システムログ 


• セキュリティ□グ 


• Web 管理□グ 


各□グの参照/削除は、以下の手順で行います。システムに影響を与えないよラに管理してください。 


n -〇 □グファイルの表示には重要な cpu リソースを使用することになります。ログを頻繁に表示しないでくだ 
さい。 WebUI のリモートデスクトップ機能を使って本装置に接続後、[スタート]-[管理ツール]-[コン 
ピュータの管理]を起動して、[イベントビューア]を選択し、確認されることをお勧めします。 



1. WebUI の[メンテナンス]—[ログ]を選択 
する。 




[Q 


□ヴを表示、消去、タウンロ-ドお'よ u 
構成します。 
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2 . 参照するログの種類を選択する。 

本装置が出力したログー覧が表示されま 
す。 



_メンテナンス I 

日付/ n 寺刻|シヤツトダウン I ログI パックアップIリモー トデスクトップI通知電子メール11 


ログ 

□彌示、紙タウンロ-ドおよ⑽成します。 

B アブリケー シヨ ン时 

■ アブ j ケーンョンロり•には、 

たイベントが含ま m す。 

B セキュリティ〇ヴ 

セキュリティ□補、 

のセキュリティイべ>卜 


ブロ〇■ラムによってロヴに記錄され 


H システムログ 

■" システムログには、オペレーテイングシステムのコンポー;} 
にょって□ク.に記錄されたイベントが含まれます。 

J Web 音如ヴ 

Web 管理□ヴには、 Web サーバーによって口り•に記錄さ 
た、管理 Web サイトへのアクセスに閡速す 5 イベントが_ 
れます。 


a 戻る J 


」沪 


3. 特定のログエントリの詳細を表示する場 
合は、エントリを選択し、[イベントの詳 
細]または[ログの表示]をクリックする。 


|」民 6 ， - ] ノ| . 杈茶 e 芄 l 八り％ y ；* アイ 〆 ケ ! — ▼ • _| 


日付潮 I シャットダ ウンI ロヴ1バックアップリモートデスクトップI通知電子メール言語 UPS 


ログの削除 


アプリケーションログ、システムログ、セキュリティログの場合 


WebUI の[メンテナンス]—[ログ]を選択 
する。 


②. 


編集©表示祕お気に入りがツール® ヘルブ⑻ 


レ B 囡 ■レ検索 :、お気に入り分メディァ$)| ▼ 


方イル 0 

。戻る， 

メンテナンス 、 

日付パ寺刻Iシせ卜多ウンI ロヴIハ^/クアッゴIリモートデ スクトソゴ !通知電子メール丨言語丄^ I 
メンテナンス 

これら D ツづレを使って、必要な構成やメンテナンスサービスを実行で•きます。 




日付/時刻 固 シ” W ウン 

Tjr サーバ- ( D 日付と時刻を設定します。 E ) 今すく"、またはスケジュールした b 寺に、 

サリトをシャツトタウン UfeO 再起肋し 
たりします。 

「 II 时 ^4 パ，奸，ブ 

LU □クを表示、消去タウン□ードおよび B サーバーのオペし.ーティ:...ヴシステムのバ 

梅成します。 釣外ブまたは值元を行います。 

Qn デス！》卜9ブ ^通知電子メール 

^ •のデス外ッブに接続します。^サ-バ-の通知電子メ-ルの設定を行 


•で•使用する語を変更します。 


10 


□啊表示、消去、タウンロ-ドお'よ U 
構成します。 



a ^ 


顿源を32折して、播成します0 


イントラネ，卜 


② 


種頷 

!<?! '\m 

r 菅告 
r エラー 

r 情報 

r 牾報 

r 牾報 

1 情報 
^ ^惜報 
+ r 牾報 

1 檣報 

日付 

時刻 


ィぺ外 ^ 

2003/10/08 

18:18:26 

WMServe 


300 

2003/10/08 

18:18:26 

WMSeive 


323 

2003/10/08 

2003/10/08 
卜 03/10/08 
[2003/1 0/08 
[2003/10/08 
2003/10/08 

2003/10/08 

18:18 

18:16 

18:16 

18:11 

18:06 

18:01 

18:00 

：26 

：26 

26 

25 

24 

45 

30 

WMSeive 

WMSeive 

WMSeive 

ESENT 

[esent 

TlntSvr 

[esent 


^25 

300 

325 

101 

100 

1001 

101 上 
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2. 削除するログの種類を選択する。 



3. [ログの消去]をクリックする。 



ロヴ全体のタスクを実行するには、[ログのダウンロード]、[ロヴの消去]または[ロヴのブロバティ]を逞択してください。特定のログエントリ 
の詳細を表示するには、エントリを通折してから、[イペントの詳細]を逞択してください。 



[ T > 勤] 

— m 


4. 消去の確認画面で[〇 K ] をクリックする。 
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Web 管理ログの場合 


WebUI の[メンテナンス]—[ログ]を選択 
する。 


②- 


ファイル©編集©表示祕お、気(こ入り ( A ) ツール®ヘルブ⑽ 

^□1^1 

^ j > 

囡ぼ;' ,検索 お気に入りぜメディアでン ▼へ。 



1メンテナンス 

尸 日付潮 I シ ャットダウン I ロヴ I パックアップ I リモートデスクトップI通知 電子 メール I言語| UF 
メンテナンス 

これ祕ツール奄使って、必要な 構成 やメンテナンスサザスを実行できます。 

1う B 付/糊 I 

ブサ-バ^ D 日付と I 

[iJ □ヴを表示 、 i 



3 シ竹トタウン 

L0 今すぐ、またはスゲフュールした時間に、 
サ-パ-をシ竹トタウンしたり再起助し 
feOU^to 


リ J デス 外，ブ 

13 デス外ガに招 

，■-で.使用する言勤 

超 / I 


サーバ^)オペレ'-テイン i ? _ 

，クアッブま fett 馆元挤います0 

. 说通知軒メール 

•( D デス外ツブに招続します。 I 57 !T サーバーの通知電子メールの設定を行 

います。 

era ups 

j を変更します 。 IK 無停電電源を逞折して、楢成します。 


[0 


□啊表示、消去、タウンロ-ドおよ U 
構成します。 


2. [ Web 管理ログ]を選択する。 

本装置が出力した□ク'一覧が表示されま 
す。 


織© 


表示 W te 気 tzAO ⑻ツール CD ヘルブ妙 


品因| ノ検索 お気に入り岈メディアぞ ' | _ 


|ファイル©?1 

备戻 

'ノス ilHi 

r u^m I シャットダウン I ログI バックアッ プI リモートデスクトップ I通知電子メールI言語 丨 ups 丨 

ログ 

口妓表示、紙タウンロ'-ドおよび梅成します。 

H ァブリケー ション d グ d システム D ヴ 

アブリケーシヨンロク|工 一 ； m 己錄され システム□ヴには、オペ レー ティンクシステムのコンポーネント 

たイベントが含まれます。 ます。 


H セキュリティ□ヴ U Li Web 音瑷 D ヴ 

■ 

のセキュリテ1 ^い： ■ 

鼉 れま，。 



r ^» 戻る 


」ノ 


3. 消去するログファイルを選択する(複数選 
択可)。 

4. [消去]をクリックする。 

5. 削除の確認画面で[〇 K ] をクリックする。 



二 IdiSJ 

ファイル©編集 (£) 表示祕お気に入り (4) ツール①ヘルプ ㈣ 

r^n 

j 戻る，一， a 函く;し検索 お気に入りせメデイア，| ▼ ,- • 





日付塒刻IシャットダウンI ロヴIバックアップリモートデス外ップ|通知電子メールI言語 UPS 


① 


技索：|ファイル名 

"31 ^ 

►閉始 

□□1 



厂ファイル名 

ファイル (D 種類 

作成日 

サイズ (KB) 

タスク 


||7| ex031008.log 

W3 。拡張ロヴファイル形式 

2003/10/0817:39:54 

190 

□伽表示 



② 
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運用中の監視 


ESMPRO での監視 


定常的に巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/|3阳96「により本装置の状態を監視してくださし、 


本装置の状態 


WebUI を使用するときはサーバ名の下の[状態]領域に注意してください。 
表示には、次の4種類があります。 

[正常] (緑色の文字） 

[情報あり](灰色の文字） 

[警告] (黄色の文字） 

[重大] (赤色の文字） 

[警告]や[重大]のときは状態ページを参照してください。 


WebU ■での状態の表示 


[状態]を選択することで、本装置での状態を表示できます。左側に警告や重大を知らせる 
ページが、右側に使用中の共有の状態が表示されます。各メッセージをクリックすること 
で、詳細情報を表示します。 


通知電子メール 


警告発生時に、管理者に電子メールを発信して知らせることが出来ます。[メンテナンス]— 
[通知電子メール]を選択して設定します。 

ゲートウェイサーバが必要な電子メールをご利用の場合は、 SMTP ゲートウェイサーバ名ま 
たは IP アドレスを入力します。 SMTP サーバについては、メールシステムの管理者にお問い 
合わせください。 


Telnet 


[ネツトワーク]— [ Telnet ] で本装置に Telnet で接続させるかどうかを設定できます。 

ただし、 Telnet 接続することは可能ですが、保守目的以外で本装置上でプログラムを動作さ 
せることはできません。注意してください。 
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